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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年12月23日(2021.12.23)

【公表番号】特表2021-502964(P2021-502964A)
【公表日】令和3年2月4日(2021.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2021-005
【出願番号】特願2020-526214(P2020-526214)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/741    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/74     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   35/741    　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/74     　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｐ   37/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     １０１　
   Ａ６１Ｐ   17/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ｃ１２Ｍ    1/00     　　　Ｄ
   Ｃ１２Ｎ    1/20     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月12日(2021.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象において疾患の処置に使用するブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株を含む医薬組成
物。
【請求項２】
　前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株は、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（Ａ
ＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）のヌクレオチド配列に対して少なくとも９０％又
は少なくとも９９％のゲノム配列同一性、１６Ｓ配列同一性、及び／又はＣＲＩＳＰＲ配
列同一性を含む株であり、
　場合により前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）
株Ａ（ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）であり、
　場合により前記医薬組成物は、単離されたブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細胞
外小胞（ＥＶ）をさらに含み、又は
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株のＥＶ及びブラウティア（Ｂｌ
ａｕｔｉａ）株Ａの細菌粒子の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、４
％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％
、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５％
、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５％
、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５％
、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５％
、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５％
、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％
、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％
、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％
、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株のＥＶであ
り、又は
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株のＥＶ及び細菌粒子の合計の少
なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１
０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２
０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３
０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４
０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５
０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６
０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７
０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８
０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９
０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％
はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株の細菌であり、又は
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株のＥＶ及びブラウティア（Ｂｌ
ａｕｔｉａ）株Ａの細菌タンパク質の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３
％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、
１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、
２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、
３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、
４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、
５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、
６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、
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７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、
８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、
９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株のＥ
Ｖタンパク質であり、又は
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株のＥＶ及びブラウティア（Ｂｌ
ａｕｔｉａ）株の細菌タンパク質の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％
、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１
５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２
５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３
５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４
５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５
５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６
５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７
５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８
５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９
５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株の細菌
タンパク質であり、又は
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株のＥＶ及び細菌脂質の少なくと
も、約、又は最高で１％、２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、
１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、
２１％、２２％、２３％、２４％、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、
３１％、３２％、３３％、３４％、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、
４１％、４２％、４３％、４４％、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、
５１％、５２％、５３％、５４％、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、
６１％、６２％、６３％、６４％、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、
７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、
８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラ
ウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株のＥＶ脂質であり、又は
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株のＥＶ及びブラウティア（Ｂｌ
ａｕｔｉａ）株の細菌脂質の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、４％
、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、
１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５％、
２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５％、
３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５％、
４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５％、
５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５％、
６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、
７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、
８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、
９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株の細菌脂質で
あり、又は
　前記医薬組成物は、ＥＶから単離されたブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株の細菌を含
む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記疾患は免疫障害又は癌である、請求項１又は２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記医薬組成物中の細菌の少なくとも５０％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株の細
菌であるか、前記医薬組成物中の細菌の少なくとも９０％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉ
ａ）株の細菌であるか、前記医薬組成物中の細菌の実質的に全てはブラウティア（Ｂｌａ
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ｕｔｉａ）株の細菌であるか、前記医薬組成物は少なくとも１×１０６コロニー形成単位
（ＣＦＵ）のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株の細菌を含むか、前記医薬組成物は少な
くとも１×１０７ＣＦＵのブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株の細菌を含むか、又は前記
医薬組成物は少なくとも１×１０８ＣＦＵのブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株の細菌を
含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記医薬組成物は経口投与されるか、直腸投与されるか、静脈内投与されるか、腫瘍内
投与されるか、又は皮下投与され、場合により前記医薬組成物は２つ以上の用量で投与さ
れ、前記２つ以上の用量の前記対象への投与は少なくとも１日離れているか、又は前記２
つ以上の用量の投与は少なくとも１週間離れているものであり、場合により前記医薬組成
物は生細菌、弱毒化細菌、死滅細菌、放射線を照射された細菌、又はガンマ線を照射され
た細菌を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記医薬組成物の投与が免疫障害を処置するか、又は免疫反応を誘発する、請求項１～
５のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　追加の治療薬が前記対象にさらに投与され、場合により前記追加の治療薬は、免疫抑制
剤、ＤＭＡＲＤ、疼痛制御剤、ステロイド、非ステロイド系抗炎症薬（ＮＳＡＩＤ）、サ
イトカイン拮抗薬、シクロスポリン、レチノイド、副腎皮質ステロイド、プロピオン酸誘
導体、酢酸誘導体、エノール酸誘導体、フェナム酸誘導体、Ｃｏｘ－２阻害剤、ルミラコ
キシブ、イブプロフェン、サリチル酸コリンマグネシウム、フェノプロフェン、サルサラ
ート、ジフニサル、トルメチン、ケトプロフェン、フルルビプロフェン、オキサプロジン
、インドメタシン、スリンダク、エトドラク、ケトロラック、ナブメトン、ナプロキセン
、バルデコキシブ、エトリコキシブ、ＭＫ０９６６；ロフェコキシブ、アセトアミノフェ
ン、セレコキシブ、ジクロフェナク、トラマドール、ピロキシカム、メロキシカム、テノ
キシカム、ドロキシカム、ロルノキシカム、イソキシカム、メフェナム酸、メクロフェナ
ム酸、フルフェナム酸、トルフェナム酸、バルデコキシブ、パレコキシブ、エトドラク、
インドメタシン、アスピリン、イブプロフェン、フィロコキシブ、メトトレキサート（Ｍ
ＴＸ）、抗マラリア剤、ヒドロキシクロロキン、クロロキン、スルファサラジン、レフル
ノミド、アザチオプリン、シクロスポリン、金塩、ミノサイクリン、シクロホスファミド
、Ｄ－ペニシラミン、ミノサイクリン、オーラノフィン、タクロリムス、ミオクリシン、
クロラムブシル、ＴＮＦアルファ拮抗薬、ＴＮＦアルファ拮抗薬、ＴＮＦアルファレセプ
ター拮抗薬、アダリムマブ（Ｈｕｍｉｒａ（登録商標））、エタネルセプト（Ｅｎｂｒｅ
ｌ（登録商標））、インフリキシマブ（Ｒｅｍｉｃａｄｅ（登録商標）；ＴＡ－６５０）
、セルトリズマブペゴル（Ｃｉｍｚｉａ（登録商標）；ＣＤＰ８７０）、ゴリムマブ（Ｓ
ｉｍｐｏｍ（登録商標）；ＣＮＴＯ　１４８）、アナキンラ（Ｋｉｎｅｒｅｔ（登録商標
））、リツキシマブ（Ｒｉｔｕｘａｎ（登録商標）；ＭａｂＴｈｅｒａ（登録商標））、
アバタセプト（Ｏｒｅｎｃｉａ（登録商標））、トシリズマブ（ＲｏＡｃｔｅｍｒａ／Ａ
ｃｔｅｍｒａ（登録商標））、インテグリン拮抗薬、ＴＹＳＡＢＲＩ（登録商標）（ナタ
リズマブ）、ＩＬ－１拮抗薬、ＡＣＺ８８５（イラリス）、アナキンラ（Ｋｉｎｅｒｅｔ
（登録商標）））、ＣＤ４拮抗薬、ＩＬ－２３拮抗薬、ＩＬ－２０拮抗薬、ＩＬ－６拮抗
薬、ＢＬｙＳ拮抗薬、アタシセプト、Ｂｅｎｌｙｓｔａ（登録商標）／ＬｙｍｐｈｏＳｔ
ａｔ－Ｂ（登録商標）（ベリムマブ））、ｐ３８阻害剤、ＣＤ２０拮抗薬、オクレリズマ
ブ、オファツムマブ（Ａｒｚｅｒｒａ（登録商標）））、インターフェロンガンマ拮抗薬
、フォントリズマブ、プレドニゾロン、プレドニゾン、デキサメタゾン、コルチゾール、
コルチゾン、ヒドロコルチゾン、メチルプレドニゾロン、ベタメタゾン、トリアムシノロ
ン、ベクロメタゾン、フルドロコルチゾン、デオキシコルチコステロン、アルドステロン
、ドキシサイクリン、バンコマイシン、ピオグリタゾン、ＳＢＩ－０８７、ＳＣＩＯ－４
６９、Ｃｕｒａ－１００、オンコキシン＋ビウシド、ＴｗＨＦ、メトキサレン、ビタミン
Ｄ－エルゴカルシフェロール、ミルナシプラン、パクリタキセル、ロージングタゾン、タ
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クロリムス、Ｐｒｏｇｒａｆ（登録商標）、ＲＡＤＯＯｌ、ラパミューン、ラパマイシン
、フォスタマチニブ、フェンタニル、ＸＯＭＡ　０５２、フォスタマチニブ二ナトリウム
、ロシグリタゾン、クルクミン、Ｌｏｎｇｖｉｄａ（商標）、ロスバスタチン、マラビロ
ク、ラミピニル、ミルナシプラン、コビプロストン、ソマトロピン、ｔｇＡＡＣ９４遺伝
子治療用ベクター、ＭＫ０３５９、ＧＷ８５６５５３、エソメプラゾール、エベロリムス
、トラスツズマブ、ＪＡＫｌ阻害剤及びＪＡＫ２阻害剤、パンＪＡＫ阻害剤、例えば、四
環系ピリドン６（Ｐ６）、３２５、ＰＦ－９５６９８０、デノスマブ、ＩＬ－６拮抗薬、
ＣＤ２０拮抗薬、ＣＴＬＡ４拮抗薬、ＩＬ－８拮抗薬、ＩＬ－２１拮抗薬、ＩＬ－２２拮
抗薬、インテグリン拮抗薬、Ｔｙｓａｒｂｒｉ（登録商標）（ナタリズマブ）、ＶＧＥＦ
拮抗薬、ＣＸＣＬ拮抗薬、ＭＭＰ拮抗薬、デフェンシン拮抗薬、ＩＬ－１拮抗薬、ＩＬ－
１ベータ拮抗薬、ＩＬ－２３拮抗薬、レセプターデコイ、拮抗性抗体、副腎皮質ステロイ
ド、メサラジン、メサラミン、スルファサラジン、スルファサラジン誘導体、免疫抑制薬
、シクロスポリンＡ、メルカプトプリン、アザチオプリン、プレドニゾン、メトトレキサ
ート、抗ヒスタミン薬、グルココルチコイド、エピネフリン、テオフィリン、クロモグリ
ク酸ナトリウム、抗ロイコトリエン、鼻炎用の抗コリン薬、ＴＬＲ拮抗薬、インフラマソ
ーム阻害剤、抗コリン性うっ血除去薬、肥満細胞安定化薬、モノクローナル抗ＩｇＥ抗体
、ワクチン、サイトカイン阻害剤、抗ＩＬ－６抗体、ＴＮＦ阻害剤、インフリキシマブ、
アダリムマブ、セルトリズマブペゴル、ゴリムマブ、並びにエタネルセプトからなる群か
ら選択され、前記追加の治療薬は免疫抑制剤であり、前記追加の治療薬は抗生物質であり
、前記抗生物質が、アミノグリコシド、アンサマイシン、カルバセフェム、カルバペネム
、セファロスポリン、グリコペプチド、リンコサミド、リポペプチド、マクロライド、モ
ノバクタム、ニトロフラン、オキサゾリドノン、ペニシリン、ポリペプチド抗生物質、キ
ノロン、フルオロキノロン、スルホンアミド、テトラサイクリン、抗マイコバクテリア化
合物、及びそれらの組み合わせからなる群から選択され、前記追加の治療薬は癌治療薬で
あり、前記癌治療薬は化学療法剤を含み、前記化学療法剤は、チオテパ、シクロホスファ
ミド、ブスルファン、インプロスルファン、ピポスルファン、ベンゾドーパ（ｂｅｎｚｏ
ｄｏｐａ）、カルボコン、メツレドーパ（ｍｅｔｕｒｅｄｏｐａ）、ウレドーパ（ｕｒｅ
ｄｏｐａ）、アルトレタミン、トリエチレンメラミン、トリエチレンホスホラミド、トリ
エチレンチオホスホルアミド、トリメチルオロメラミン（ｔｒｉｍｅｔｈｙｌｏｌｏｍｅ
ｌａｍｉｎｅ）、ブラタシン、ブラタシノン（ｂｕｌｌａｔａｃｉｎｏｎｅ）、カンプト
テシン、トポテカン、ブリオスタチン、カリスタチン（ｃａｌｌｙｓｔａｔｉｎ）、ＣＣ
－１０６５、クリプトフィシン１、クリプトフィシン８、ドラスタチン、デュオカルマイ
シン、エリュテロビン、パンクレアスタチン（ｐａｎｃｒａｔｉｓｔａｔｉｎ）、サルコ
ディクチン（ｓａｒｃｏｄｉｃｔｙｉｎ）、スポンジスタチン（ｓｐｏｎｇｉｓｔａｔｉ
ｎ）、クロラムブシル、クロルナファジン、コロホスファミド（ｃｈｏｌｏｐｈｏｓｐｈ
ａｍｉｄｅ）、エストラムスチン、イホスファミド、メクロレタミン、メクロレタミンオ
キシド塩酸塩、メルファラン、ノベンビシン（ｎｏｖｅｍｂｉｃｈｉｎ）、フェネステリ
ン、プレドニマスチン、トロホスファミド、ウラシルマスタード、カルムスチン、クロロ
ゾトシン、フォテムスチン、ロムスチン、ニムスチン、ラニムスチン、カリチアマイシン
、ダイネマイシン（ｄｙｎｅｍｉｃｉｎ）、クロドロネート、エスペラミシン；ネオカル
ジノスタチンクロモフォア、アクラシノマイシン（ａｃｌａｃｉｎｏｍｙｓｉｎｓ）、ア
クチノマイシン、アウトラマイシン（ａｕｔｈｒａｒｎｙｃｉｎ）、アザセリン、ブレオ
マイシン、カクチノマイシン、カラビシン（ｃａｒａｂｉｃｉｎ）、カミノマイシン（ｃ
ａｍｉｎｏｍｙｃｉｎ）、カルジノフィリン、クロモマイシン（ｃｈｒｏｍｏｍｙｃｉｎ
ｉｓ）、ダクチノマイシン、ダウノルビシン、デトルビシン（ｄｅｔｏｒｕｂｉｃｉｎ）
、６－ジアゾ－５－オキソ－Ｌ－ノルロイシン、ドキソルビシン、エピルビシン、エソル
ビシン（ｅｓｏｒｕｂｉｃｉｎ）、イダルビシン、マルセロマイシン、マイトマイシン、
マイトマイシンＣ、ミコフェノール酸、ノガラマイシン、オリボマイシン、ペプロマイシ
ン、ポトフィロマイシン（ｐｏｔｆｉｒｏｍｙｃｉｎ）、ピューロマイシン、ケラマイシ
ン（ｑｕｅｌａｍｙｃｉｎ）、ロドルビシン（ｒｏｄｏｒｕｂｉｃｉｎ）、ストレプトニ
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グリン、ストレプトゾシン、ツベルシジン、ウベニメクス、ジノスタチン、ゾルビシン、
メトトレキサート、５－フルオロウラシル（５－ＦＵ）、デノプテリン、メトトレキサー
ト、プテロプテリン、トリメトレキサート、フルダラビン、６－メルカプトプリン、チア
ミプリン、チオグアニン、アンシタビン、アザシチジン、６－アザウリジン、カルモフー
ル、シタラビン、ジデオキシウリジン、ドキシフルリジン、エノシタビン、フロクスウリ
ジン、カルステロン、プロピオン酸ドロモスタノロン、エピチオスタノール、メピチオス
タン、テストラクトン、アミノグルテチミド、ミトタン、トリロスタン、フォリン酸（ｆ
ｒｏｌｉｎｉｃ　ａｃｉｄ）、アセグラトン、アルドホスファミドグリコシド、アミノレ
ブリン酸、エニルウラシル、アムサクリン、ベストラブシル（ｂｅｓｔｒａｂｕｃｉｌ）
、ビスアントレン、エダトレキサート、デフォファミン（ｄｅｆｏｆａｍｉｎｅ）、デメ
コルチン、ジアジクオン、エルフォルミチン（ｅｌｆｏｒｍｉｔｈｉｎｅ）、酢酸エリプ
チニウム、エポチロン、エトグルシド、硝酸ガリウム、ヒドロキシウレア、レンチナン、
ロニダミン（ｌｏｎｉｄａｉｎｉｎｅ）、マイタンシン、アンサマイトシン、ミトグアゾ
ン、ミトキサントロン、モピダモール（ｍｏｐｉｄａｎｍｏｌ）、ニトラエリン（ｎｉｔ
ｒａｅｒｉｎｅ）、ペントスタチン、フェナメット、ピラルビシン、ロソキサントロン、
ポドフィリン酸、２－エチルヒドラジド、プロカルバジン、ＰＳＫ多糖複合体、ラゾキサ
ン、リゾキシン、シゾフラン（ｓｉｚｏｆｕｒａｎ）、スピロゲルマニウム、テヌアゾン
酸、トリアジクオン；２，２’，２’’－トリクロロトリエチルアミン、トリコテシン、
Ｔ－２毒素、ベラクリンＡ、ロリジンＡ、アングイジン、ウレタン、ビンデシン、ダカル
バジン、マンノムスチン、ミトブロニトール、ミトラクトール、ピポブロマン、ガシトシ
ン（ｇａｃｙｔｏｓｉｎｅ）、アラビノシド、シクロホスファミド、チオテパ、パクリタ
キセル、ドセタキセル（ｄｏｘｅｔａｘｅｌ）、クロラムブシル、ゲムシタビン、６－チ
オグアニン、メルカプトプリン、メトトレキサート、シスプラチン、オキサリプラチン、
カルボプラチン、ビンブラスチン、白金、エトポシド、イホスファミド、ミトキサントロ
ン、ビンクリスチン、ビノレルビン、ノバントロン、テニポシド、エダトレキサート、ダ
ウノマイシン、アミノプテリン、ゼローダ、イバンドロネート、イリノテカン、ＲＦＳ　
２０００、ジフルオロメチルオミチン（ｄｉｆｌｕｏｒｏｍｅｔｈｙｌｏｍｉｔｈｉｎｅ
）、レチノイン酸、及びカペシタビンからなる群から選択され、前記癌治療薬は癌免疫療
法剤を含み、前記癌免疫療法剤は免疫チェックポイント阻害剤を含み、前記免疫チェック
ポイント阻害剤は、免疫チェックポイントタンパク質に特異的に結合する抗体又はその抗
原結合断片であり、場合により前記免疫チェックポイントタンパク質は、ＣＴＬＡ４、Ｐ
Ｄ－１、ＰＤ－Ｌ１、ＰＤ－Ｌ２、Ａ２ＡＲ、Ｂ７－Ｈ３、Ｂ７－Ｈ４、ＢＴＬＡ、ＫＩ
Ｒ、ＬＡＧ３、ＴＩＭ－３、及びＶＩＳＴＡからなる群から選択され、前記免疫チェック
ポイントタンパク質は、ニボルマブ、ペンブロリズマブ、ピディリズマブ、ＡＭＰ－２２
４、ＡＭＰ－５１４、ＳＴＩ－Ａ１１１０、ＴＳＲ－０４２、ＲＧ－７４４６、ＢＭＳ－
９３６５５９、ＭＥＤＩ－４７３６、ＭＳＢ－００２０７１８Ｃ、ＡＵＲ－０１２、及び
ＳＴＩ－Ａ１０１０からなる群から選択される、請求項１～６のいずれか一項に記載の医
薬組成物。
【請求項８】
　前記癌免疫療法剤は癌特異的抗体又はその抗原結合断片を含み、場合により前記癌特異
的抗体又はその抗原結合断片は癌関連抗原に特異的に結合し、前記癌関連抗原は、アディ
ポフィリン、ＡＩＭ－２、ＡＬＤＨ１Ａ１、アルファ－アクチニン－４、アルファ－フェ
トプロテイン（「ＡＦＰ」）、ＡＲＴＣ１、Ｂ－ＲＡＦ、ＢＡＧＥ－１、ＢＣＬＸ（Ｌ）
、ＢＣＲ－ＡＢＬ融合タンパク質ｂ３ａ２、ベータ－カテニン、ＢＩＮＧ－４、ＣＡ－１
２５、ＣＡＬＣＡ、癌胎児性抗原（「ＣＥＡ」）、ＣＡＳＰ－５、ＣＡＳＰ－８、ＣＤ２
７４、ＣＤ４５、Ｃｄｃ２７、ＣＤＫ１２、ＣＤＫ４、ＣＤＫＮ２Ａ、ＣＥＡ、ＣＬＰＰ
、ＣＯＡ－１、ＣＰＳＦ、ＣＳＮＫ１Ａ１、ＣＴＡＧ１、ＣＴＡＧ２、サイクリンＤ１、
サイクリン－Ａ１、ｄｅｋ－ｃａｎ融合タンパク質、ＤＫＫ１、ＥＦＴＵＤ２、伸長因子
２、ＥＮＡＨ（ｈＭｅｎａ）、Ｅｐ－ＣＡＭ、ＥｐＣＡＭ、ＥｐｈＡ３、上皮性腫瘍抗原
（「ＥＴＡ」）、ＥＴＶ６－ＡＭＬ１融合タンパク質、ＥＺＨ２、ＦＧＦ５、ＦＬＴ３－
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ＩＴＤ、ＦＮ１、Ｇ２５０／ＭＮ／ＣＡＩＸ、ＧＡＧＥ－１，２，８、ＧＡＧＥ－３，４
，５，６，７、ＧＡＳ７、グリピカン－３、ＧｎＴＶ、ｇｐ１００／Ｐｍｅｌ１７、ＧＰ
ＮＭＢ、ＨＡＵＳ３、ヘプシン、ＨＥＲ－２／ｎｅｕ、ＨＥＲＶ－Ｋ－ＭＥＬ、ＨＬＡ－
Ａ１１、ＨＬＡ－Ａ２、ＨＬＡ－ＤＯＢ、ｈｓｐ７０－２、ＩＤＯ１、ＩＧＦ２Ｂ３、Ｉ
Ｌ１３Ｒアルファ２、腸カルボキシルエステラーゼ、Ｋ－ｒａｓ、カリクレイン４、ＫＩ
Ｆ２０Ａ、ＫＫ－ＬＣ－１、ＫＫＬＣ１、ＫＭ－ＨＮ－１、ＣＣＤＣ１１０としても既知
であるＫＭＨＮ１、ＬＡＧＥ－１、ＬＤＬＲ－フコシルトランスフェラーゼＡＳ融合タン
パク質、レングシン（Ｌｅｎｇｓｉｎ）、Ｍ－ＣＳＦ、ＭＡＧＥ－Ａ１、ＭＡＧＥ－Ａ１
０、ＭＡＧＥ－Ａ１２、ＭＡＧＥ－Ａ２、ＭＡＧＥ－Ａ３、ＭＡＧＥ－Ａ４、ＭＡＧＥ－
Ａ６、ＭＡＧＥ－Ａ９、ＭＡＧＥ－Ｃ１、ＭＡＧＥ－Ｃ２、リンゴ酸酵素、マンマグロビ
ン－Ａ、ＭＡＲＴ２、ＭＡＴＮ、ＭＣ１Ｒ、ＭＣＳＰ、ｍｄｍ－２、ＭＥ１、メラン－Ａ
／ＭＡＲＴ－１、メロエ（Ｍｅｌｏｅ）、ミッドカイン、ＭＭＰ－２、ＭＭＰ－７、ＭＵ
Ｃ１、ＭＵＣ５ＡＣ、ムチン、ＭＵＭ－１、ＭＵＭ－２、ＭＵＭ－３、ミオシン、ミオシ
ンクラスＩ、Ｎ－ｒａｗ、ＮＡ８８－Ａ、ネオ－ＰＡＰ、ＮＦＹＣ、ＮＹ－ＢＲ－１、Ｎ
Ｙ－ＥＳＯ－１／ＬＡＧＥ－２、ＯＡ１、ＯＧＴ、ＯＳ－９、Ｐポリペプチド、ｐ５３、
ＰＡＰ、ＰＡＸ５、ＰＢＦ、ｐｍｌ－ＲＡＲアルファ融合タンパク質、多形性上皮ムチン
（ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｃ　ｅｐｉｔｈｅｌｉａｌ　ｍｕｃｉｎ）（「ＰＥＭ」）、ＰＰ
Ｐ１Ｒ３Ｂ、ＰＲＡＭＥ、ＰＲＤＸ５、ＰＳＡ、ＰＳＭＡ、ＰＴＰＲＫ、ＲＡＢ３８／Ｎ
Ｙ－ＭＥＬ－１、ＲＡＧＥ－１、ＲＢＡＦ６００、ＲＧＳ５、ＲｈｏＣ、ＲＮＦ４３、Ｒ
Ｕ２ＡＳ、ＳＡＧＥ、セセルニン（ｓｅｃｅｒｎｉｎ）１、ＳＩＲＴ２、ＳＮＲＰＤ１、
ＳＯＸ１０、Ｓｐ１７、ＳＰＡ１７、ＳＳＸ－２、ＳＳＸ－４、ＳＴＥＡＰ１、サバイビ
ン、ＳＹＴ－ＳＳＸ１又は－ＳＳＸ２融合タンパク質、ＴＡＧ－１、ＴＡＧ－２、テロメ
ラーゼ、ＴＧＦ－ベータＲＩＩ、ＴＰＢＧ、ＴＲＡＧ－３、トリオースリン酸イソメラー
ゼ、ＴＲＰ－１／ｇｐ７５、ＴＲＰ－２、ＴＲＰ２－ＩＮＴ２、チロシナーゼ、チロシナ
ーゼ（「ＴＹＲ」）、ＶＥＧＦ、ＷＴ１、及びＸＡＧＥ－１ｂ／ＧＡＧＥＤ２ａからなる
群から選択され、前記癌関連抗原はネオ抗原であり、前記癌免疫療法剤は癌ワクチンを含
み、場合により前記癌ワクチンは、癌関連抗原のエピトープを含むポリペプチド、又は癌
関連抗原のエピトープを含むポリペプチドをコードする核酸を含み、前記癌関連抗原は、
アディポフィリン、ＡＩＭ－２、ＡＬＤＨ１Ａ１、アルファ－アクチニン－４、アルファ
－フェトプロテイン（「ＡＦＰ」）、ＡＲＴＣ１、Ｂ－ＲＡＦ、ＢＡＧＥ－１、ＢＣＬＸ
（Ｌ）、ＢＣＲ－ＡＢＬ融合タンパク質ｂ３ａ２、ベータ－カテニン、ＢＩＮＧ－４、Ｃ
Ａ－１２５、ＣＡＬＣＡ、癌胎児性抗原（「ＣＥＡ」）、ＣＡＳＰ－５、ＣＡＳＰ－８、
ＣＤ２７４、ＣＤ４５、Ｃｄｃ２７、ＣＤＫ１２、ＣＤＫ４、ＣＤＫＮ２Ａ、ＣＥＡ、Ｃ
ＬＰＰ、ＣＯＡ－１、ＣＰＳＦ、ＣＳＮＫ１Ａ１、ＣＴＡＧ１、ＣＴＡＧ２、サイクリン
Ｄ１、サイクリン－Ａ１、ｄｅｋ－ｃａｎ融合タンパク質、ＤＫＫ１、ＥＦＴＵＤ２、伸
長因子２、ＥＮＡＨ（ｈＭｅｎａ）、Ｅｐ－ＣＡＭ、ＥｐＣＡＭ、ＥｐｈＡ３、上皮性腫
瘍抗原（「ＥＴＡ」）、ＥＴＶ６－ＡＭＬ１融合タンパク質、ＥＺＨ２、ＦＧＦ５、ＦＬ
Ｔ３－ＩＴＤ、ＦＮ１、Ｇ２５０／ＭＮ／ＣＡＩＸ、ＧＡＧＥ－１，２，８、ＧＡＧＥ－
３，４，５，６，７、ＧＡＳ７、グリピカン－３、ＧｎＴＶ、ｇｐ１００／Ｐｍｅｌ１７
、ＧＰＮＭＢ、ＨＡＵＳ３、ヘプシン、ＨＥＲ－２／ｎｅｕ、ＨＥＲＶ－Ｋ－ＭＥＬ、Ｈ
ＬＡ－Ａ１１、ＨＬＡ－Ａ２、ＨＬＡ－ＤＯＢ、ｈｓｐ７０－２、ＩＤＯ１、ＩＧＦ２Ｂ
３、ＩＬ１３Ｒアルファ２、腸カルボキシルエステラーゼ、Ｋ－ｒａｓ、カリクレイン４
、ＫＩＦ２０Ａ、ＫＫ－ＬＣ－１、ＫＫＬＣ１、ＫＭ－ＨＮ－１、ＣＣＤＣ１１０として
も既知であるＫＭＨＮ１、ＬＡＧＥ－１、ＬＤＬＲ－フコシルトランスフェラーゼＡＳ融
合タンパク質、レングシン、Ｍ－ＣＳＦ、ＭＡＧＥ－Ａ１、ＭＡＧＥ－Ａ１０、ＭＡＧＥ
－Ａ１２、ＭＡＧＥ－Ａ２、ＭＡＧＥ－Ａ３、ＭＡＧＥ－Ａ４、ＭＡＧＥ－Ａ６、ＭＡＧ
Ｅ－Ａ９、ＭＡＧＥ－Ｃ１、ＭＡＧＥ－Ｃ２、リンゴ酸酵素、マンマグロビン－Ａ、ＭＡ
ＲＴ２、ＭＡＴＮ、ＭＣ１Ｒ、ＭＣＳＰ、ｍｄｍ－２、ＭＥ１、メラン－Ａ／ＭＡＲＴ－
１、メロエ、ミッドカイン、ＭＭＰ－２、ＭＭＰ－７、ＭＵＣ１、ＭＵＣ５ＡＣ、ムチン
、ＭＵＭ－１、ＭＵＭ－２、ＭＵＭ－３、ミオシン、ミオシンクラスＩ、Ｎ－ｒａｗ、Ｎ
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Ａ８８－Ａ、ネオ－ＰＡＰ、ＮＦＹＣ、ＮＹ－ＢＲ－１、ＮＹ－ＥＳＯ－１／ＬＡＧＥ－
２、ＯＡ１、ＯＧＴ、ＯＳ－９、Ｐポリペプチド、ｐ５３、ＰＡＰ、ＰＡＸ５、ＰＢＦ、
ｐｍｌ－ＲＡＲアルファ融合タンパク質、多形性上皮ムチン（「ＰＥＭ」）、ＰＰＰ１Ｒ
３Ｂ、ＰＲＡＭＥ、ＰＲＤＸ５、ＰＳＡ、ＰＳＭＡ、ＰＴＰＲＫ、ＲＡＢ３８／ＮＹ－Ｍ
ＥＬ－１、ＲＡＧＥ－１、ＲＢＡＦ６００、ＲＧＳ５、ＲｈｏＣ、ＲＮＦ４３、ＲＵ２Ａ
Ｓ、ＳＡＧＥ、セセルニン１、ＳＩＲＴ２、ＳＮＲＰＤ１、ＳＯＸ１０、Ｓｐ１７、ＳＰ
Ａ１７、ＳＳＸ－２、ＳＳＸ－４、ＳＴＥＡＰ１、サバイビン、ＳＹＴ－ＳＳＸ１又は－
ＳＳＸ２融合タンパク質、ＴＡＧ－１、ＴＡＧ－２、テロメラーゼ、ＴＧＦ－ベータＲＩ
Ｉ、ＴＰＢＧ、ＴＲＡＧ－３、トリオースリン酸イソメラーゼ、ＴＲＰ－１／ｇｐ７５、
ＴＲＰ－２、ＴＲＰ２－ＩＮＴ２、チロシナーゼ、チロシナーゼ（「ＴＹＲ」）、ＶＥＧ
Ｆ、ＷＴ１、及びＸＡＧＥ－１ｂ／ＧＡＧＥＤ２ａからなる群から選択され、前記ポリペ
プチドは融合タンパク質であり、前記核酸はＤＮＡ又はＲＮＡ（例えばｍＲＮＡ）であり
、前記核酸はベクター中に存在し、場合により前記ベクターは細菌ベクターであり、場合
により前記細菌ベクターは、マイコバクテリウム・ボビス（Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ
　ｂｏｖｉｓ）（ＢＣＧ）、サルモネラ・チフィリウム亜種（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔ
ｙｐｈｉｍｕｒｉｕｍ　ｓｓｐ．）、サルモネラ・チフィ亜種（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　
Ｔｙｐｈｉ　ｓｓｐ．）、クロストリジウム種（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｓｐ．）胞子
、大腸菌（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）Ｎｉｓｓｌｅ　１９１７、大腸菌（Ｅｓ
ｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）Ｋ－１２／ＬＬＯ、リステリア・モノサイトゲネス（Ｌ
ｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ）、及びシゲラ・フレックスネリ（Ｓｈｉ
ｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ）からなる群から選択され、場合により前記ベクターはウ
イルスベクターであり、場合により前記ウイルスベクターは、ワクシニア、アデノウイル
ス、ＲＮＡウイルス、並びに複製欠損アビポックス、複製欠損鶏痘、複製欠損カナリア痘
、複製欠損ＭＶＡ、及び複製欠損アデノウイルスからなる群から選択され、前記免疫療法
剤は、癌特異的抗原でプライミングされた抗原提示細胞（ＡＰＣ）を含み、前記ＡＰＣは
、樹状細胞、マクロファージ、又はＢ細胞であり、前記免疫療法剤は癌特異的キメラ抗原
受容体（ＣＡＲ）を含み、前記ＣＡＲはＴ細胞の表面に投与され、前記ＣＡＲは癌関連抗
原に特異的に結合し、前記免疫療法剤は癌特異的Ｔ細胞を含み、前記Ｔ細胞はＣＤ４＋　
Ｔ細胞であり、前記ＣＤ４＋　Ｔ細胞は、ＴＨ１　Ｔ細胞、ＴＨ２　Ｔ細胞、又はＴＨ１
７　Ｔ細胞であり、前記Ｔ細胞は癌関連抗原に特異的なＴ細胞受容体を発現し、前記免疫
療法剤は免疫活性化タンパク質を含み、前記免疫活性化タンパク質はサイトカイン又はケ
モカインであり、前記免疫活性化タンパク質は、Ｂリンパ球走化性因子（「ＢＬＣ」）、
Ｃ－Ｃモチーフケモカイン１１（「エオタキシン－１」）、好酸球走化性タンパク質２（
「エオタキシン－２」）、顆粒球コロニー刺激因子（「Ｇ－ＣＳＦ」）、顆粒球マクロフ
ァージコロニー刺激因子（「ＧＭ－ＣＳＦ」）、１－３０９、細胞間接着分子１（「ＩＣ
ＡＭ－１」）、インターフェロンアルファ（「ＩＦＮ－アルファ）、インターフェロンベ
ータ（「ＩＦＮ－ベータ）、インターフェロンガンマ（「ＩＦＮ－ガンマ）、インターロ
イキン－１アルファ（「ＩＬ－１アルファ」）、インターロイキン－１ベータ（「ＩＬ－
１ベータ」）、インターロイキン１受容体アンタゴニスト（「ＩＬ－１　ｒａ」）、イン
ターロイキン－２（「ＩＬ－２」）、インターロイキン－４（「ＩＬ－４」）、インター
ロイキン－５（「ＩＬ－５」）、インターロイキン－６（「ＩＬ－６」）、インターロイ
キン－６可溶性受容体（「ＩＬ－６　ｓＲ」）、インターロイキン－７（「ＩＬ－７」）
、インターロイキン－８（「ＩＬ－８」）、インターロイキン－１０（「ＩＬ－１０」）
、インターロイキン－１１（「ＩＬ－１１」）、インターロイキン－１２のサブニットベ
ータ（「ＩＬ－１２　ｐ４０」又は「ＩＬ－１２　ｐ７０」）、インターロイキン－１３
（「ＩＬ－１３」）、インターロイキン－１５（「ＩＬ－１５」）、インターロイキン－
１６（「ＩＬ－１６」）、インターロイキン－１７Ａ－Ｆ（「ＩＬ－１７Ａ－Ｆ」）、イ
ンターロイキン－１８（「ＩＬ－１８」）、インターロイキン－２１（「ＩＬ－２１」）
、インターロイキン－２２（「ＩＬ－２２」）、インターロイキン－２３（「ＩＬ－２３
」）、インターロイキン－３３（「ＩＬ－３３」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガ
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ンド（Ｌｉｇｎａｄ）２（「ＭＣＰ－１」）、マクロファージコロニー刺激因子（「Ｍ－
ＣＳＦ」）、ガンマインターフェロンにより誘発されたモノカイン（「ＭＩＧ」）、ケモ
カイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド２（ＭＩＰ－１アルファ」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモ
チーフ）リガンド４（ＭＩＰ－１ベータ」）、マクロファージ炎症性タンパク質－１－デ
ルタ（「ＭＩＰ－１デルタ」）、血小板由来増殖因子サブユニットＢ（「ＰＤＧＦ－ＢＢ
」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド５、活性化、正常なＴ細胞の発現、及び分
泌に対する制御（Ｒｅｇｕｌａｔｅｄ　ｏｎ　Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ，　Ｎｏｒｍａｌ　
Ｔ　ｃｅｌｌ　Ｅｘｐｒｅｓｓｅｄ　ａｎｄ　Ｓｅｃｒｅｔｅｄ）（「ＲＡＮＴＥＳ」）
、ＴＩＭＰメタロペプチダーゼ阻害因子１（「ＴＩＭＰ－１」）、ＴＩＭＰメタロペプチ
ダーゼ阻害因子２（「ＴＩＭＰ－２」）、腫瘍壊死因子リンホトキシン－アルファ（「Ｔ
ＮＦアルファ」）、腫瘍壊死因子リンホトキシン－ベータ（「ＴＮＦベータ」）、可溶性
ＴＮＦ受容体１型（「ｓＴＮＦＲＩ」）、ｓＴＮＦＲＩＩＡＲ、脳由来神経栄養因子（「
ＢＤＮＦ」）、塩基性線維芽細胞増殖因子（「ｂＦＧＦ」）、骨形成タンパク質４（「Ｂ
ＭＰ－４」）、骨形成タンパク質５（「ＢＭＰ－５」）、骨形成タンパク質７（「ＢＭＰ
－７」）、神経増殖因子（「ｂ－ＮＧＦ」）、上皮増殖因子（「ＥＧＦ」）、上皮増殖因
子受容体（「ＥＧＦＲ」）、内分泌腺由来血管内皮細胞増殖因子（「ＥＧ－ＶＥＧＦ」）
、線維芽細胞増殖因子４（「
ＦＧＦ－４」）、ケラチノサイト増殖因子（「ＦＧＦ－７」）、増殖分化因子１５（「Ｇ
ＤＦ－１５」）、グリア細胞由来神経栄養因子（「ＧＤＮＦ」）、成長ホルモン、ヘパリ
ン結合ＥＧＦ様増殖因子（「ＨＢ－ＥＧＦ」）、肝細胞増殖因子（「ＨＧＦ」）、インス
リン様成長因子結合タンパク質１（「ＩＧＦＢＰ－１」）、インスリン様成長因子結合タ
ンパク質２（「ＩＧＦＢＰ－２」）、インスリン様成長因子結合タンパク質３（「ＩＧＦ
ＢＰ－３」）、インスリン様成長因子結合タンパク質４（「ＩＧＦＢＰ－４」）、インス
リン様成長因子結合タンパク質６（「ＩＧＦＢＰ－６」）、インスリン様成長因子結合１
（「ＩＧＦ－１」）、インスリン、マクロファージコロニー刺激因子（「Ｍ－ＣＳＦＲ」
）、神経成長因子受容体（「ＭＧＦＲ」）、ニューロトロフィン－３（「ＮＴ－３」）、
ニューロトロフィン－４（「ＮＴ－４」）、破骨細胞形成阻害因子（「オステオプロテジ
ェリン」）、血小板由来増殖因子受容体（「ＰＤＧＦ－ＡＡ」）、
ホスファチジルイノシトール－グリカン生合成（「ＰＩＧＦ」）、Ｓｋｐ、カリン、Ｆ－
ボックス含有複合体（「ＳＣＦ」）、幹細胞因子受容体（ＳＣＦＲ）、形質転換増殖因子
アルファ（「ＴＧＦアルファ」）、形質転換増殖因子ベータ－１（「ＴＧＦベータ１」）
、形質転換増殖因子ベータ－３（「ＴＧＦベータ３」）、血管内皮増殖因子（「ＶＥＧＦ
」）、血管内皮増殖因子受容体２（「ＶＥＧＦＲ２」）、血管内皮増殖因子受容体３（「
ＶＥＧＦＲ３」）、ＶＥＧＦ－Ｄ　６Ｃカイン（ＶＥＧＦ－Ｄ　６Ｃｋｉｎｅ）、チロシ
ン－タンパク質キナーゼ受容体ＵＦＯ（「Ａｘｌ」）、ベータセルリン（「ＢＴＣ」）、
粘膜関連上皮ケモカイン（「ＣＣＬ２８」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド２
７（「ＣＴＡＣＫ」）、ケモカイン（Ｃ－Ｘ－Ｃモチーフ）リガンド１６（「ＣＸＣＬ１
６」）、Ｃ－Ｘ－Ｃモチーフケモカイン５（「ＥＮＡ－７８」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモ
チーフ）リガンド２６（「エオタキシン－３」）、顆粒球走化性タンパク質２（「ＧＣＰ
－２」）、ＧＲＯ、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド１４（「ＨＣＣ－１」）、ケ
モカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド１６（「ＨＣＣ－４」）、インターロイキン－９（
「ＩＬ－９」）、インターロイキン－１７Ｆ（「ＩＬ－１７Ｆ」）、インターロイキン－
１８結合タンパク質（「ＩＬ－１８ＢＰａ」）、インターロイキン－２８Ａ（「ＩＬ－２
８Ａ」）、インターロイキン２９（「ＩＬ－２９」）、インターロイキン３１（「ＩＬ－
３１」）、Ｃ－Ｘ－Ｃモチーフケモカイン１０（「ＩＰ－１０」）、ケモカイン受容体Ｃ
ＸＣＲ３（「Ｉ－ＴＡＣ」）、白血病阻害因子（「ＬＩＦ」）、Ｌｉｇｈｔ、ケモカイン
（Ｃモチーフ）リガンド（「リンホタクチン」）、単球走化性因子タンパク質２（「ＭＣ
Ｐ－２」）、単球走化性因子タンパク質３（「ＭＣＰ－３」）、単球走化性因子タンパク
質４（「ＭＣＰ－４」）、マクロファージ由来ケモカイン（「ＭＤＣ」）、マクロファー
ジ遊走阻害因子（「ＭＩＦ」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド２０（「ＭＩＰ
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－３アルファ」）、Ｃ－Ｃモチーフケモカイン１９（「ＭＩＰ－３ベータ」）、ケモカイ
ン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド２３（「ＭＰＩＦ－１」）、マクロファージ刺激タンパク
質アルファ鎖（「ＭＳＰアルファ」）、ヌクレオソームアセンブリタンパク質１様４（「
ＮＡＰ－２」）、分泌型リン酸化タンパク質１（「オステオポンチン」）、肺性及び活性
化調節性サイトカイン（Ｐｕｌｍｏｎａｒｙ　ａｎｄ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ－ｒｅｇｕ
ｌａｔｅｄ　ｃｙｔｏｋｉｎｅ）（「ＰＡＲＣ」）、血小板因子４（「ＰＦ４」）、間質
細胞由来因子－１アルファ（「ＳＤＦ－１アルファ」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）
リガンド１７（「ＴＡＲＣ」）、胸腺発現ケモカイン（「ＴＥＣＫ」）、胸腺間質リンホ
ポエチン（「ＴＳＬＰ　４－１ＢＢ」）、ＣＤ１６６抗原（「ＡＬＣＡＭ」）、表面抗原
分類８０（「Ｂ７－１」）、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリメンバー１７（「ＢＣ
ＭＡ」）、表面抗原分類１４（「ＣＤ１４」）、表面抗原分類３０（「ＣＤ３０」）、表
面抗原分類４０（「ＣＤ４０リガンド」）、癌胎児性抗原関連細胞接着分子１（胆汁糖タ
ンパク質）（「ＣＥＡＣＡＭ－１」）、細胞死受容体６（「ＤＲ６」）、デオキシチミジ
ンキナーゼ（「Ｄｔｋ」）、１型膜糖タンパク質（「エンドグリン」）、受容体型チロシ
ンプロテインキナーゼｅｒｂＢ－３（「ＥｒｂＢ３」）、内皮－白血球間接着分子１（「
Ｅ－セレクチン」）、アポトーシス抗原１（「Ｆａｓ」）、Ｆｍｓ様チロシンキナーゼ３
（「Ｆｌｔ－３Ｌ」）、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリメンバー１（「ＧＩＴＲ」
）、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリメンバー１４（「ＨＶＥＭ」）、細胞間接着分
子３（「ＩＣＡＭ－３」）、ＩＬ－１　Ｒ４、ＩＬ－１　ＲＩ、ＩＬ－１０　Ｒベータ、
ＩＬ－１７Ｒ、ＩＬ－２Ｒガンマ、ＩＬ－２１Ｒ、リソソーム膜タンパク質２（「ＬＩＭ
ＰＩＩ」）、好中球ゼラチナーゼ関連リポカリン（「リポカリン－２」）、
ＣＤ６２Ｌ（「Ｌ－セレクチン」）、リンパ内皮（「ＬＹＶＥ－１」）、ＭＨＣクラスＩ
ポリペプチド関連配列Ａ（「ＭＩＣＡ」）、ＭＨＣクラスＩポリペプチド関連配列Ｂ（「
ＭＩＣＢ」）、ＮＲＧｌ－ベータ１、ベータ型血小板由来増殖因子受容体（「ＰＤＧＦ　
Ｒベータ」）、血小板内皮細胞接着分子（「ＰＥＣＡＭ－１」）、ＲＡＧＥ、Ａ型肝炎ウ
イルス細胞受容体１（「ＴＩＭ－１」）、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリメンバー
ＩＯＣ（「ＴＲＡＩＬ　Ｒ３」）、トラピン（Ｔｒａｐｐｉｎ）タンパク質トランスグル
タミナーゼ結合ドメイン（「トラピン－２」）、ウロキナーゼ受容体（「ｕＰＡＲ」）、
血管細胞接着タンパク質１（「ＶＣＡＭ－１」）、ＸＥＤＡＲＡｃｔｉｖｉｎ　Ａ、アグ
ーチ関連タンパク質（「ＡｇＲＰ」）、リボヌクレアーゼ５（「アンジオゲニン」）、ア
ンジオポエチン１、アンジオスタチン、カテプリン（Ｃａｔｈｅｐｒｉｎ）Ｓ、ＣＤ４０
、潜在性ファミリタンパク質ＩＢ（「クリプト（Ｃｒｉｐｔｏ）－１」）、ＤＡＮ、Ｄｉ
ｃｋｋｏｐｆ関連タンパク質１（「ＤＫＫ－１」）、Ｅ－カドヘリン、上皮細胞接着分子
（「ＥｐＣＡＭ」）、Ｆａｓリガンド（ＦａｓＬ又はＣＤ９５Ｌ）、Ｆｃｇ　ＲＩＩＢ／
Ｃ、ＦｏＵｉｓｔａｔｉｎ、ガレクチン－７、細胞間接着分子２（「ＩＣＡＭ－２」）、
ＩＬ－１３　Ｒ１、ＩＬ－１３　Ｒ２、ＩＬ－１７Ｂ、ＩＬ－２　Ｒａ、ＩＬ－２　Ｒｂ
、ＩＬ－２３、ＬＡＰ、神経細胞接着分子（「ＮｒＣＡＭ」）、プラスミノーゲン活性化
因子阻害因子－１（「ＰＡＩ－１」）、血小板由来増殖因子受容体（「ＰＤＧＦ－ＡＢ」
）、レジスチン、間質細胞由来因子１（「ＳＤＦ－１ベータ」）、ｓｇｐｌ３０、分泌型
ｆｒｉｚｚｌｅｄ関連タンパク質２（「ＳｈｈＮ」）、シアル酸結合免疫グロブリン型レ
クチン（「Ｓｉｇｌｅｃ－５」）、ＳＴ２、形質転換増殖因子－ベータ２（「ＴＧＦベー
タ２」）、Ｔｉｅ－２、トロンボポイエチン（「ＴＰＯ」）、腫瘍壊死因子受容体スーパ
ーファミリメンバー１０Ｄ（「ＴＲＡＩＬ　Ｒ４」）、骨髄系細胞上で発現されるトリガ
ー受容体１（Ｔｒｉｇｇｅｒｉｎｇ　ｒｅｃｅｐｔｏｒ ｅｘｐｒｅｓｓｅｄ　ｏｎ　ｍ
ｙｅｌｏｉｄ　ｃｅｌｌｓ　１）（「ＴＲＥＭ－１」）、血管内皮細胞増殖因子Ｃ（「Ｖ
ＥＧＦ－Ｃ」）、ＶＥＧＦＲｌＡｄｉｐｏｎｅｃｔｉｎ、アディプシン（Ａｄｉｐｓｉｎ
）（「ＡＮＤ」）、アルファ－フェトプロテイン（「ＡＦＰ」）、アンジオポエチン様４
（「ＡＮＧＰＴＬ４」）、ベータ－２－ミクログロブリン（「Ｂ２Ｍ」）、基底細胞接着
分子（「ＢＣＡＭ」）、糖鎖抗原１２５（「ＣＡ１２５」）、癌抗原１５－３（「ＣＡ１
５－３」）、癌胎児性抗原（「ＣＥＡ」）、ｃＡＭＰ受容体タンパク質（「ＣＲＰ」）、
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ヒト上皮増殖因子受容体２（「ＥｒｂＢ２」）、フォリスタチン、卵胞刺激ホルモン（「
ＦＳＨ」）、ケモカイン（Ｃ－Ｘ－Ｃモチーフ）リガンド１（「ＧＲＯアルファ」）、ヒ
ト絨毛性ゴナドトロピン（「ベータＨＣＧ」）、インスリン様増殖因子１受容体（「ＩＧ
Ｆ－１　ｓＲ」）、ＩＬ－１　ｓＲＩＩ、ＩＬ－３、ＩＬ－１８　Ｒｂ、ＩＬ－２１、レ
プチン、マトリックスメタロプロテイナーゼ－１（「ＭＭＰ－１」）、マトリックスメタ
ロプロテイナーゼ－２（「ＭＭＰ－２」）、マトリックスメタロプロテイナーゼ－３（「
ＭＭＰ－３」）、マトリックスメタロプロテイナーゼ－８（「ＭＭＰ－８」）、マトリッ
クスメタロプロテイナーゼ－９（「ＭＭＰ－９」）、マトリックスメタロプロテイナーゼ
－１０（「ＭＭＰ－１０」）、マトリックスメタロプロテイナーゼ－１３（「ＭＭＰ－１
３」）、神経細胞接着分子（「ＮＣＡＭ－１」）、エンタクチン（「ナイドジェン－１」
）、神経特異的エノラーゼ（「ＮＳＥ」）、オンコスタチンＭ（「ＯＳＭ」）、プロカル
シトニン、プロラクチン、前立腺特異的抗原（「ＰＳＡ」）、シアル酸結合Ｉｇ様レクチ
ン９（「Ｓｉｇｌｅｃ－９」）、ＡＤＡＭ１７エンドペプチダーゼ（「ＴＡＣＥ」）、サ
イログロブリン、メタロプロテイナーゼ阻害因子４（「ＴＩＭＰ－４」）、ＴＳＨ２Ｂ４
、ディスインテグリン及びメタロプロテイナーゼドメイン含有タンパク質９（「ＡＤＡＭ
－９」）、アンジオポエチン２、腫瘍壊死因子リガンドスーパーファミリメンバー１３／
酸性ロイシンリッチ核リン酸化タンパク質３２ファミリメンバーＢ（「ＡＰＲＩＬ」）、
骨形成タンパク質２（「ＢＭＰ－２」）、骨形成タンパク質９（「ＢＭＰ－９」）、補体
成分５ａ（「Ｃ５ａ」）、カテプシンＬ、ＣＤ２００、ＣＤ９７、ケメリン、腫瘍壊死因
子受容体スーパーファミリメンバー６Ｂ（「ＤｃＲ３」）、脂肪酸結合タンパク質２（「
ＦＡＢＰ２」）、線維芽細胞活性化タンパク質、アルファ（「ＦＡＰ」）、線維芽細胞増
殖因子１９（「ＦＧＦ－１９」）、ガレクチン－３、肝細胞増殖因子受容体（「ＨＧＦ　
Ｒ」）、ＩＦＮ－ガンマアルファ／ベータＲ２、インスリン様増殖因子２（「ＩＧＦ－２
」）、インスリン様増殖因子２受容体（「ＩＧＦ－２　Ｒ」）、インターロイキン－１受
容体６（「ＩＬ－１Ｒ６」）、インターロイキン２４（「ＩＬ－２４」）、インターロイ
キン３３（ＩＬ－３３」）、カリクレイン１４、アスパラギニルエンドペプチダーゼ（「
レグマイン」）、酸化低密度リポタンパク質受容体１（「ＬＯＸ－１」）、マンノース結
合レクチン（「ＭＢＬ」）、ネプリライシン（「ＮＥＰ」）、ノッチホモログ１、転座関
連（ショウジョウバエ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ））（「ノッチ－１」）、過剰発現した腎
芽細胞腫（「ＮＯＶ」）、オステオアクチビン（Ｏｓｔｅｏａｃｔｉｖｉｎ）、プログラ
ム細胞死タンパク質１（「ＰＤ－１」）、Ｎ－アセチルムラモイル－Ｌ－アラニンアミダ
ーゼ（「ＰＧＲＰ－５」）、セルピンＡ４、分泌型ｆｒｉｚｚｌｅｄ関連タンパク質３（
「ｓＦＲＰ－３」）、トロンボモジュリン、Ｔｏｌｌ様受容体２（「ＴＬＲ２」）、腫瘍
壊死因子受容体スーパーファミリメンバー１０Ａ（「ＴＲＡＩＬ　Ｒｌ」）、トランスフ
ェリン（「ＴＲＦ」）、ＷＩＦ－ｌＡＣＥ－２、アルブミン、ＡＭＩＣＡ、アンジオポエ
チン４、Ｂ細胞活性化因子（「ＢＡＦＦ」）、糖鎖抗原１９－９（「ＣＡ１９－９」）、
ＣＤ１６３、クラスタリン、ＣＲＴ　ＡＭ、ケモカイン（Ｃ－Ｘ－Ｃモチーフ）リガンド
１４（「ＣＸＣＬ１４」）、シスタチンＣ、デコリン（「ＤＣＮ」）、Ｄｉｃｋｋｏｐｆ
関連タンパク質３（「Ｄｋｋ－３」）、デルタ様タンパク質１（「ＤＬＬ１」）、フェチ
ュインＡ、ヘパリン結合性増殖因子１（「ａＦＧＦ」）、葉酸受容体アルファ（「ＦＯＬ
Ｒ１」）、フューリン、ＧＰＣＲ関連ソーティングタンパク質１（「ＧＡＳＰ－１」）、
ＧＰＣＲ関連ソーティングタンパク質２（「ＧＡＳＰ－２」）、果粒球コロニー刺激因子
受容体（「ＧＣＳＦ　Ｒ」）、セリンプロテアーゼヘプシン（「ＨＡＩ－２」）、インタ
ーロイキン－１７Ｂ受容体（「ＩＬ－１７Ｂ　Ｒ」）、インターロイキン２７（「ＩＬ－
２７」）、リンパ球活性化遺伝子３（「ＬＡＧ－３」）、アポリポタンパク質Ａ－Ｖ（「
ＬＤＬ　Ｒ」）、ペプシノゲンＩ、レチノール結合タンパク質４（「ＲＢＰ４」）、ＳＯ
ＳＴ、ヘパラン硫酸プロテオグリカン（「シンデカン－１」）、腫瘍壊死因子受容体スー
パーファミリメンバー１３Ｂ（「ＴＡＣＩ」）、組織因子経路阻害因子（「ＴＦＰＩ」）
、ＴＳＰ－１、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリメンバー１０ｂ（「ＴＲＡＩＬ　Ｒ
２」）、ＴＲＡＮＣＥ、トロポニンＩ、ウロキナーゼ型プラスミノーゲン活性化因子（「
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ｕＰＡ」）、カドヘリン５、ＣＤ１４４としても既知である２型又はＶＥ－カドヘリン（
血管内皮）（「ＶＥ－カドヘリン」）、ＷＮＴｌ誘発性シグナル伝達経路タンパク質１（
「ＷＩＳＰ－１」）、並びに核因子κＢの受容体活性化因子（「ＲＡＮＫ」）からなる群
から選択され、前記免疫療法剤はアジュバントを含み、場合により前記アジュバントは、
免疫調節タンパク質、アジュバント６５、α－ＧａｌＣｅｒ、リン酸アルミニウム、水酸
化アルミニウム、リン酸カルシウム、β－グルカンペプチド、ＣｐＧ　ＤＮＡ、ＧＰＩ－
０１００、脂質Ａ、リポ多糖、リポバント（Ｌｉｐｏｖａｎｔ）、モンタナイド（Ｍｏｎ
ｔａｎｉｄｅ）、Ｎ－アセチル－ムラミル－Ｌ－アラニル－Ｄ－イソグルタミン、Ｐａｍ
３ＣＳＫ４，クイルＡ（ｑｕｉｌ　Ａ）、及びトレハロースジミコレートからなる群から
選択され、又は前記癌治療薬は血管新生阻害剤を含み、場合により前記血管新生阻害剤は
、ベバシズマブ（Ａｖａｓｔｉｎ（登録商標））、Ｚｉｖ－アフリベルセプト（Ｚａｌｔ
ｒａｐ（登録商標））、ソラフェニブ（Ｎｅｘａｖａｒ（登録商標））、スニチニブ（Ｓ
ｕｔｅｎｔ（登録商標））、パゾパニブ（Ｖｏｔｒｉｅｎｔ（登録商標））、レゴラフェ
ニブ（Ｓｔｉｖａｒｇａ（登録商標））、及びカボザンチニブ（Ｃｏｍｅｔｒｉｑ（商標
））からなる群から選択される、請求項１～７のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　第２の治療用細菌をさらに含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　プレバイオティックが前記対象に投与され、場合により前記プレバイオティックは、フ
ルクトオリゴ糖、ガラクトオリゴ糖、トランス－ガラクトオリゴ糖、キシロオリゴ糖、キ
トオリゴ糖、大豆オリゴ糖、ゲンチオオリゴ糖、イソマルトオリゴ糖、マンノオリゴ糖、
マルトオリゴ糖、マンナンオリゴ糖、ラクツロース、ラクトスクロース、パラチノース、
グリコシルスクロース、グアーガム、アラビアゴム、タガロース（ｔａｇａｌｏｓｅ）、
アミロース、アミロペクチン、ペクチン、キシラン、又はシクロデキストリンである、請
求項１～９のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記対象がヒト又は非ヒト哺乳動物であり、前記非ヒト哺乳動物が、イヌ、ネコ、ウシ
、ウマ、ブタ、ロバ、ヤギ、ラクダ、マウス、ラット、モルモット、ヒツジ、ラマ、サル
、ゴリラ、及びチンパンジーからなる群から選択される、請求項１～１０のいずれか一項
に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　第２の細菌が生態学的コンソーシアムの一部として投与される、請求項１～１１のいず
れか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株と、薬学的に許容される担体とを含む医薬組成物で
あって、前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株は、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株
Ａ（ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）のヌクレオチド配列に対して少なくとも９
９％のゲノム配列同一性、１６Ｓ配列同一性、及び／又はＣＲＩＳＰＲ配列同一性を含む
株であり、及び／又は前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株は、ブラウティア（Ｂｌａ
ｕｔｉａ）株Ａ（ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）のヌクレオチド配列に対して
少なくとも９９．９％のゲノム配列同一性、１６Ｓ配列同一性、及び／又はＣＲＩＳＰＲ
配列同一性を含む株であり、及び／又は前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株はブラウ
ティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）であり、及び
／又は前記医薬組成物は、経口投与用に、直腸投与用に、静脈内投与用に、腫瘍内投与用
に、又は皮下投与用に製剤化されており、及び／又は前記医薬組成物中の前記細菌の少な
くとも５０％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａであり、及び／又は前記医薬組成物
中の前記細菌の少なくとも９０％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａであり、及び／
又は前記医薬組成物中の前記細菌の実質的に全てはブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ
であり、及び／又は前記医薬組成物は少なくとも１×１０６コロニー形成単位（ＣＦＵ）
のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａを含み、及び／又は前記医薬組成物は少なくとも
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１×１０７ＣＦＵ又は１×１０８ＣＦＵのブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａを含み、
及び／又は前記医薬組成物は生細菌、弱毒化細菌、死滅細菌、放射線を照射された細菌、
及び／又はガンマ線を照射された細菌を含む、前記医薬組成物。
【請求項１４】
　単離されたブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細胞外小胞（ＥＶ）、及び場合によ
りブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌とを含む医薬組成物であって、前記医薬組
成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及びブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ
）株Ａの細菌粒子の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、４％、５％、
６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、
１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５％、２６％、
２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５％、３６％、
３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５％、４６％、
４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５％、５６％、
５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５％、６６％、
６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、
７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、
８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、
９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶであるか、
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及び細菌粒子の合計の
少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、
１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、
２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、
３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、
４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、
５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、
６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、
７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、
８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、
９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９
％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌であるか、
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及び免疫調節性ブラウ
ティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌タンパク質の合計の少なくとも、約、又は最高で１
％、２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３
％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３
％、２４％、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３
％、３４％、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３
％、４４％、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３
％、５４％、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３
％、６４％、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３
％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３
％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔ
ｉａ）株ＡのＥＶタンパク質であるか、
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及びブラウティア（Ｂ
ｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌タンパク質の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、
３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％
、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％
、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％
、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％
、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％
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、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％
、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％
、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％
、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％
、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ
の細菌タンパク質であるか、
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及び細菌脂質の少なく
とも、約、又は最高で１％、２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％
、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％
、２１％、２２％、２３％、２４％、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％
、３１％、３２％、３３％、３４％、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％
、４１％、４２％、４３％、４４％、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％
、５１％、５２％、５３％、５４％、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％
、６１％、６２％、６３％、６４％、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％
、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％
、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％
、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブ
ラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ脂質であるか、又は
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及びブラウティア（Ｂ
ｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌脂質の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、
４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５
％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５
％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５
％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５
％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５
％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５
％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５
％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５
％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５
％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌
脂質である、前記医薬組成物。
【請求項１５】
　ＥＶから単離されたブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）細菌を含む細菌組成物であって、
前記細菌組成物の投与は免疫障害を処置し、前記細菌組成物の投与は免疫反応を誘発し、
及び／又は前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）は腸溶コーティング又はマイクロカプセ
ル化で製剤化されている、前記細菌組成物。
【請求項１６】
　ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株の細菌を含むバイオリアクタであって、場合により
前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株は、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（ＡＴ
ＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）のヌクレオチド配列に対して少なくとも９０％のゲ
ノム配列同一性、１６Ｓ配列同一性、及び／又はＣＲＩＳＰＲ配列同一性を含む株であり
、前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株は、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（Ａ
ＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）のヌクレオチド配列に対して少なくとも９９％の
ゲノム配列同一性、１６Ｓ配列同一性、及び／又はＣＲＩＳＰＲ配列同一性を含む株であ
り、及び／又は前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ
）株Ａ（ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）である、前記バイオリアクタ。
【請求項１７】
　バイオリアクタ中で細菌を培養する方法であって、
　請求項１６に記載のバイオリアクタを準備すること、及び
　一定期間にわたり前記細菌を発酵させること
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を含む、前記方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　いくつかの実施形態では、対象は哺乳類である。いくつかの実施形態では、対象はヒト
である。いくつかの実施形態では、対象は非ヒト哺乳類（例えば、イヌ、ネコ、ウシ、ウ
マ、ブタ、ロバ、ヤギ、ラクダ、マウス、ラット、モルモット、ヒツジ、ラマ、サル、ゴ
リラ、又はチンパンジー）である。
　本発明はまた、以下に関する。
［項目１］
　対象の疾患を処置する方法であって、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａを含む細菌
組成物を前記対象に投与することを含む方法。
［項目２］
　前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａは、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（
ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）のヌクレオチド配列に対して少なくとも９０％
のゲノム配列同一性、１６Ｓ配列同一性、及び／又はＣＲＩＳＰＲ配列同一性を含む株で
ある、項目１に記載の方法。
［項目３］
　前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａは、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（
ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）のヌクレオチド配列に対して少なくとも９９％
のゲノム配列同一性、１６Ｓ配列同一性、及び／又はＣＲＩＳＰＲ配列同一性を含む株で
ある、項目１に記載の方法。
［項目４］
　前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａはブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（Ａ
ＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）である、項目１に記載の方法。
［項目５］
　前記細菌組成物は、単離されたブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細胞外小胞（Ｅ
Ｖ）を含む、項目１に記載の方法。
［項目６］
　前記細菌組成物は、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細胞外小胞（ＥＶ）と、ブ
ラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌とを含む、項目５に記載の方法。
［項目７］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及びブラウティア（Ｂ
ｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌粒子の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、
４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５
％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５
％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５
％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５
％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５
％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５
％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５
％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５
％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５
％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ
タンパク質である、項目６に記載の方法。
［項目８］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及び細菌粒子の合計の
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少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、
１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、
２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、
３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、
４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、
５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、
６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、
７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、
８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、
９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９
％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌である、項目６に記載の方法。
［項目９］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及びブラウティア（Ｂ
ｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌タンパク質の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、
３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％
、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％
、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％
、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％
、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％
、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％
、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％
、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％
、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％
、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ
のＥＶタンパク質である、項目６に記載の方法。
［項目１０］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及びブラウティア（Ｂ
ｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌タンパク質の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、
３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％
、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％
、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％
、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％
、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％
、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％
、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％
、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％
、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％
、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ
の細菌タンパク質である、項目６に記載の方法。
［項目１１］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及び細菌脂質の少なく
とも、約、又は最高で１％、２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％
、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％
、２１％、２２％、２３％、２４％、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％
、３１％、３２％、３３％、３４％、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％
、４１％、４２％、４３％、４４％、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％
、５１％、５２％、５３％、５４％、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％
、６１％、６２％、６３％、６４％、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％
、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％
、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％
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、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブ
ラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ脂質である、項目６に記載の方法。
［項目１２］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及びブラウティア（Ｂ
ｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌脂質の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、
４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５
％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５
％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５
％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５
％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５
％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５
％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５
％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５
％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５
％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌
脂質である、項目６に記載の方法、項目１０３に記載の細菌組成物。
［項目１３］
　前記細菌組成物は、ＥＶから単離されたブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌を
含む、項目１に記載の方法。
［項目１４］
　前記疾患は免疫障害である、項目１～１３のいずれか一項に記載の方法。
［項目１５］
　前記免疫障害は、アレルギー反応、炎症性疾患、炎症性腸疾患、クローン病、潰瘍性大
腸炎、遅延型過敏症、自己免疫性心筋炎、肉芽腫、末梢神経障害、橋本甲状腺炎、結腸の
炎症、大腸炎、顕微鏡的大腸炎、コラーゲン大腸炎、空置大腸炎、化学的大腸炎、虚血性
大腸炎、不確定大腸炎、非定型大腸炎、多発性硬化症、橋本病、アレルギー性疾患、食物
アレルギー、花粉症、喘息、感染性疾患、クロストリジウム・ディフィシル（Ｃｌｏｓｔ
ｒｉｄｉｕｍ　ｄｉｆｆｉｃｉｌｅ）による感染、炎症性疾患、ＴＮＦにより媒介される
炎症性疾患、胃腸管の炎症性疾患、嚢炎、心血管の炎症状態、アテローム性動脈硬化症、
炎症性肺疾患、慢性の閉塞性肺疾患、関節炎、変形性関節症、関節リウマチ、乾癬性関節
炎、強直性脊椎炎、急性及び慢性の感染性関節炎、痛風及び偽痛風と関連する関節炎、若
年性特発性関節炎、腱炎、滑膜炎、腱鞘炎、滑液包炎、結合織炎、線維筋痛症、上顆炎、
筋炎、及び骨炎、パジェット病、恥骨骨炎、嚢胞性線維性骨炎、眼の免疫異常、眼瞼炎、
眼瞼皮膚弛緩症、結膜炎、涙腺炎、角膜炎、乾性角結膜炎（ドライアイ）、強膜炎、睫毛
乱生症、ぶどう膜炎、神経系免疫、脳炎、ギラン・バレー症候群、髄膜炎、神経性筋強直
症、ナルコレプシー、多発性硬化症、脊髄炎、統合失調症、脈管構造及びリンパ系の炎症
、関節硬化症、関節炎、静脈炎、血管炎、リンパ管炎、消化器系の免疫障害、胆道炎、胆
嚢炎、腸炎（ｅｎｔｅｒｉｔｉｓ），腸炎（ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｓ）、胃炎、胃腸
炎、回腸炎、直腸炎、過敏性腸症候群、顕微鏡的大腸炎、リンパ球プラズマ細胞性腸炎（
ｌｙｍｐｈｏｃｙｔｉｃ－ｐｌａｓｍｏｃｙｔｉｃ　ｅｎｔｅｒｉｔｉｓ）、セリアック
病、コラーゲン大腸炎、リンパ球性大腸炎、好酸球性腸炎、不確定大腸炎、偽膜性大腸炎
（壊死性大腸炎）、虚血性炎症性腸疾患、ベーチェット病、サルコイドーシス、強皮症、
ＩＢＤ関連の異形成、異形成関連の腫瘤又は病変、原発性硬化性胆管炎、生殖系の免疫障
害、子宮頸管炎、絨毛羊膜炎、子宮内膜炎、精巣上体炎、臍炎、卵巣炎、精巣炎、卵管炎
、卵管卵巣膿瘍、尿道炎、腟炎、外陰炎、外陰部痛、自己免疫性状態、急性汎発性全身性
脱毛症（ａｃｕｔｅ　ｄｉｓｓｅｍｉｎａｔｅｄ　ａｌｏｐｅｃｉａ　ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌｉｓｅ）、ベーチェット病、シャーガス病、慢性疲労症候群、自律神経障害、脳脊髄炎
、強直性脊椎炎、再生不良性貧血、化膿性汗腺炎、自己免疫性肝炎、自己免疫性卵巣炎、
セリアック病、１型糖尿病、巨細胞性動脈炎、グッドパスチャー症候群、グレーブス病、
ギラン・バレー症候群、ヘノッホ・シェーンライン紫斑病、川崎病、紅斑性狼瘡、顕微鏡
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的大腸炎、顕微鏡的多発動脈炎、混合性結合組織病、マックル・ウェルズ症候群、多発性
硬化症、重症筋無力症、眼球クローヌス・ミオクローヌス運動失調、視神経炎、オード甲
状腺炎（ｏｒｄ’ｓ　ｔｈｙｒｏｉｄｉｔｉｓ）、天疱瘡、結節性多発動脈炎、多発性筋
痛、関節リウマチ、ライター症候群、シェーグレン症候群、側頭動脈炎、ウェゲナー肉芽
腫症、温式自己免疫性溶血性貧血、間質性膀胱炎、ライム病、モルフェア、乾癬、サルコ
イドーシス、強皮症、潰瘍性大腸炎、白斑、Ｔ細胞により媒介される過敏性疾患、接触過
敏症、接触性皮膚炎、じんま疹、皮膚アレルギー、呼吸アレルギー、枯草熱、アレルギー
性鼻炎、チリダニアレルギー、グルテン過敏性腸症、セリアック病、虫垂炎、皮膚炎、皮
膚筋炎、心内膜炎、結合織炎、歯肉炎、舌炎、肝炎、化膿性汗腺炎、虹彩炎、喉頭炎、乳
腺炎、心筋炎、腎炎、耳炎、膵炎、耳下腺炎、心膜炎、腹膜炎、咽頭炎、胸膜炎、間質性
肺炎、前立腺炎（ｐｒｏｓｔａｔｉｓｔｉｓ）、腎盂腎炎、口内炎（ｓｔｏｍａｔｉｓｉ
）、移植拒絶反応、急性膵炎、慢性膵炎、急性呼吸促迫症候群、セザール症候群（Ｓｅｘ
ａｒｙ’ｓ　ｓｙｎｄｒｏｍｅ）、先天性副腎過形成（ｃｏｎｇｅｎｉｔａｌ　ａｄｒｅ
ｎａｌ　ｈｙｐｅｒｐｌａｓｉｓ）、非化膿性甲状腺炎、癌と関連する高カルシウム血症
、天疱瘡、水疱性ヘルペス状皮膚炎（ｂｕｌｌｏｕｓ　ｄｅｒｍａｔｉｔｉｓ　ｈｅｒｐ
ｅｔｉｆｏｒｍｉｓ）、重度の多形性紅斑、剥離性皮膚炎、脂漏性皮膚炎、季節性又は通
年性のアレルギー性鼻炎、気管支喘息、接触性皮膚炎、アトピー性皮膚炎、薬物過敏症反
応、アレルギー性結膜炎、角膜炎、眼部帯状疱疹、虹彩炎及び虹彩毛様体炎（ｏｉｒｉｄ
ｏｃｙｃｌｉｔｉｓ）、脈絡網膜炎、視神経炎、症候性サルコイドーシス、劇症性又は播
種性の肺結核化学療法、成人の特発性血小板減少性紫斑病、成人の続発性血小板減少症、
後天性（自己免疫性）溶血性貧血、成人の白血病及びリンパ腫、小児の急性白血病、局所
性腸炎、自己免疫性血管炎、多発性硬化症、慢性閉塞性肺疾患、固形臓器移植拒絶反応、
敗血症、関節リウマチ、乾癬性関節炎、多発性硬化症、１型糖尿病、喘息、炎症性腸疾患
、全身性紅斑性狼瘡、乾癬、慢性閉塞性肺疾患、感染状態を伴う炎症、並びに敗血症から
選択される、項目１～１４のいずれか一項に記載の方法。
［項目１６］
　前記免疫障害は、遅延型過敏症、アレルギー性接触性皮膚炎、自己免疫性心筋炎、１型
糖尿病、肉芽腫、末梢神経障害、橋本甲状腺炎、多発性硬化症、関節リウマチ、結腸の炎
症、大腸炎、潰瘍性大腸炎、顕微鏡的大腸炎、コラーゲン大腸炎、便流変更性大腸炎、化
学的大腸炎、虚血性大腸炎、不確定大腸炎、非定型大腸炎、消化器系疾患、クローン病、
又は炎症性腸疾患である、項目１～４のいずれか一項に記載の方法。
［項目１７］
　前記疾患は癌である、項目１～１３のいずれか一項に記載の方法。
［項目１８］
　前記癌は、血液悪性腫瘍、急性非リンパ性白血病、慢性リンパ性白血病、急性顆粒球白
血病、慢性顆粒球白血病、急性前骨髄球性白血病、成人Ｔ細胞白血病、非白血性白血病、
非白血球性白血病（ａｌｅｕｋｏｃｙｔｈｅｍｉｃ　ｌｅｕｋｅｍｉａ）、好塩基球性白
血病、芽細胞白血病、ウシ白血病、慢性骨髄性白血病、皮膚白血病、胎生細胞性白血病、
好酸球性白血病、グロス白血病、リーダー細胞性白血病、単球性白血病、幹細胞性白血病
、亜白血性白血病、未分化細胞白血病、有毛細胞白血病、血芽球性白血病（ｈｅｍｏｂｌ
ａｓｔｉｃ　ｌｅｕｋｅｍｉａ）、血球芽細胞性白血病（ｈｅｍｏｃｙｔｏｂｌａｓｔｉ
ｃ　ｌｅｕｋｅｍｉａ）、組織球白血病、幹細胞性白血病、急性単球性白血病、白血球減
少性白血病、リンパ性白血病（ｌｙｍｐｈａｔｉｃ　ｌｅｕｋｅｍｉａ）、リンパ芽球性
白血病、リンパ球性白血病、リンパ性白血病（ｌｙｍｐｈｏｇｅｎｏｕｓ　ｌｅｕｋｅｍ
ｉａ）、リンパ様白血病、リンパ肉腫細胞性白血病、マスト細胞白血病、巨核球性白血病
、小骨髄芽球性白血病、単球性白血病、骨髄芽球性白血病、骨髄性白血病、骨髄顆粒球性
白血病（ｍｙｅｌｏｉｄ　ｇｒａｎｕｌｏｃｙｔｉｃ　ｌｅｕｋｅｍｉａ）、骨髄単球性
白血病、ネーゲリ白血病（Ｎａｅｇｅｌｉ　ｌｅｕｋｅｍｉａ）、形質細胞性白血病（ｐ
ｌａｓｍａ　ｃｅｌｌ　ｌｅｕｋｅｍｉａ）、形質細胞性白血病（ｐｌａｓｍａｃｙｔｉ
ｃ　ｌｅｕｋｅｍｉａ）、前骨髄球性白血病、腺房癌、小葉癌、腺嚢癌腫、腺様嚢胞癌、
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腺腫様癌腫（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ａｄｅｎｏｍａｔｏｓｕｍ）、副腎皮質の癌腫、肺胞
癌、肺胞細胞癌、基底細胞癌、基底細胞性癌腫（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ｂａｓｏｃｅｌｌ
ｕｌａｒｅ）、類基底細胞癌、基底扁平上皮癌腫（ｂａｓｏｓｑｕａｍｏｕｓ　ｃｅｌｌ
　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、気管支肺胞上皮癌、細気管支癌、気管支原性癌、大脳様癌腫、
胆管細胞癌、絨毛癌、膠様癌、面皰癌、子宮体癌（ｃｏｒｐｕｓ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）
、篩状癌、鎧状癌（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ｅｎ　ｃｕｉｒａｓｓｅ）、皮膚癌、円柱癌（
ｃｙｌｉｎｄｒｉｃａｌ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、円柱細胞癌（ｃｙｌｉｎｄｒｉｃａｌ
　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、腺管癌、ドュラム癌（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ｄｕｒｕｍ）、胚
性癌腫、髄様癌、エピエノイド癌（ｅｐｉｅｎｎｏｉｄ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、上皮ア
デノイド癌（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ｅｐｉｔｈｅｌｉａｌｅ　ａｄｅｎｏｉｄｅｓ）、外
向発育癌、潰瘍癌、線維性癌（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ｆｉｂｒｏｓｕｍ）、膠様癌（ｇｅ
ｌａｔｉｎｉｆｏｒｍ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、膠様癌（ｇｅｌａｔｉｎｏｕｓ　ｃａｒ
ｃｉｎｏｍａ）、巨細胞癌、印環細胞癌、単純癌、小細胞癌、ソラノイド癌（ｓｏｌａｎ
ｏｉｄ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、回転楕円面細胞癌腫、紡錘細胞癌、海綿様癌、扁平上皮
癌（ｓｑｕａｍｏｕｓ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、扁平上皮癌（ｓｑｕａｍｏｕｓ　ｃｅｌ
ｌ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、紐癌（ｓｔｒｉｎｇ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、毛細管拡張性
癌（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ｔｅｌａｎｇｉｅｃｔａｔｉｃｕｍ）、毛細管拡張性癌（ｃａ
ｒｃｉｎｏｍａ　ｔｅｌａｎｇｉｅｃｔｏｄｅｓ）、移行上皮癌、結節癌（ｃａｒｃｉｎ
ｏｍａ　ｔｕｂｅｒｏｓｕｍ）、結節癌（ｔｕｂｅｒｏｕｓ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、疣
状癌、絨毛癌、巨細胞癌、腺癌、顆粒膜細胞癌、毛母癌、血液様癌（ｈｅｍａｔｏｉｄ　
ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、肝細胞癌、ハースル細胞癌、硝子様癌（ｈｙａｌｉｎｅ　ｃａｒ
ｃｉｎｏｍａ）、副腎様癌（ｈｙｐｅｒｎｅｐｈｒｏｉｄ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、小児
胎児性癌（ｉｎｆａｎｔｉｌｅ　ｅｍｂｒｙｏｎａｌ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、上皮内癌
（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ｉｎ　ｓｉｔｕ）、表皮内癌、上皮内癌（ｉｎｔｒａｅｐｉｔｈ
ｅｌｉａｌ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、クロンペチャー癌（Ｋｒｏｍｐｅｃｈｅｒ’ｓ　ｃ
ａｒｃｉｎｏｍａ）、クルチッキー細胞癌（Ｋｕｌｃｈｉｔｚｋｙ－ｃｅｌｌ　ｃａｒｃ
ｉｎｏｍａ）、大細胞癌、レンズ状癌（ｌｅｎｔｉｃｕｌａｒ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、
レンズ状癌（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ｌｅｎｔｉｃｕｌａｒｅ）、脂肪腫性癌（ｌｉｐｏｍ
ａｔｏｕｓ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、リンパ上皮癌、髄様癌（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ｍｅ
ｄｕｌｌａｒｅ）、髄様癌（ｍｅｄｕｌｌａｒｙ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、黒色癌、軟性
癌（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ｍｏｌｌｅ）、粘液癌（ｍｕｃｉｎｏｕｓ　ｃａｒｃｉｎｏｍ
ａ）、ムシパルム癌（ｃａｒｃｉｎｏｍａ　ｍｕｃｉｐａｒｕｍ）、粘液細胞性癌（ｃａ
ｒｃｉｎｏｍａ　ｍｕｃｏｃｅｌｌｕｌａｒｅ）、粘膜表皮癌、粘液癌（ｃａｒｃｉｎｏ
ｍａ　ｍｕｃｏｓｕｍ）、粘液性癌、粘液腫様癌、鼻咽頭癌、燕麦細胞癌、骨化性癌、類
骨癌、乳頭癌、門脈周囲性癌（ｐｅｒｉｐｏｒｔａｌ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、前浸潤癌
、有棘細胞癌、髄質様癌、腎臓の腎細胞癌、予備細胞癌、肉腫様癌（ｃａｒｃｉｎｏｍａ
　ｓａｒｃｏｍａｔｏｄｅｓ）、総排泄腔癌、硬性癌、陰嚢癌、軟骨肉腫、繊維肉腫、リ
ンパ肉腫、黒色肉腫、粘液肉腫、骨肉腫、子宮内膜肉腫、間質性肉腫、ユーイング肉腫、
筋膜肉腫（ｆａｓｃｉａｌ　ｓａｒｃｏｍａ）、線維芽細胞性肉腫（ｆｉｂｒｏｂｌａｓ
ｔｉｃ　ｓａｒｃｏｍａ）、巨細胞肉腫、アベメチイ肉腫（Ａｂｅｍｅｔｈｙ’ｓ　ｓａ
ｒｃｏｍａ）、脂肪肉腫（ａｄｉｐｏｓｅ　ｓａｒｃｏｍａ）、脂肪肉腫（ｌｉｐｏｓａ
ｒｃｏｍ）、胞巣状軟部肉腫、エナメル上皮肉腫、ブドウ状肉腫、緑色肉腫（ｃｈｌｏｒ
ｏｍａ　ｓａｒｃｏｍａ）、絨毛癌、胎児性肉腫、ウィルムス腫瘍肉腫（Ｗｉｌｍｓ’　
ｔｕｍｏｒ　ｓａｒｃｏｍａ）、顆粒球性肉腫、ホジキン肉腫、特発性多発性色素性出血
性肉腫（ｉｄｉｏｐａｔｈｉｃ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｐｉｇｍｅｎｔｅｄ　ｈｅｍｏｒｒ
ｈａｇｉｃ　ｓａｒｃｏｍａ）、Ｂ細胞の免疫芽球性肉腫、リンパ腫、Ｔ細胞の免疫芽球
性肉腫、イエンセン肉腫、カポジ肉腫、クッパー星細胞肉腫、血管肉腫、白血肉腫、悪性
間葉肉腫（ｍａｌｉｇｎａｎｔ　ｍｅｓｅｎｃｈｙｍｏｍａ　ｓａｒｃｏｍａ）、傍骨性
骨肉腫、網状赤血球性肉腫（ｒｅｔｉｃｕｌｏｃｙｔｉｃ　ｓａｒｃｏｍａ）、ラウス肉
腫、漿液瘤嚢胞性肉腫、滑膜肉腫、毛細血管拡張性肉腫（ｔｅｌａｎｇｉｅｃｔａｌｔｉ
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ｃ　ｓａｒｃｏｍａ）、ホジキン病、非ホジキンスリンパ腫、多発性骨髄腫、神経芽細胞
腫、乳癌、卵巣癌、肺癌、横紋筋肉腫、原発性血小板血症、原発性マクログロブリン血症
、小細胞肺腫瘍、原発性脳腫瘍、胃癌、結腸癌、悪性膵臓インスリノーマ（ｍａｌｉｇｎ
ａｎｔ　ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ　ｉｎｓｕｌａｎｏｍａ）、悪性カルチノイド、前癌性皮
膚病変、精巣癌、リンパ腫、甲状腺癌、神経芽細胞腫、食道癌、尿生殖路癌、悪性高カル
シウム血、子宮頚部癌、子宮内膜癌、副腎皮質性癌、ハーディング・パッセー黒色腫、若
年性黒色腫、悪性黒子黒色腫、悪性黒色腫、末端黒子型黒色腫、メラニン欠乏性黒色腫、
良性若年性黒色腫、クラウドマン黒色腫（Ｃｌｏｕｄｍａｎ’ｓ　ｍｅｌａｎｏｍａ）、
Ｓ９１黒色腫、結節性メラノーマ、爪甲下黒色腫（ｓｕｂｕｎｇａｌ　ｍｅｌａｎｏｍａ
）、及び表在拡大型黒色腫からなる群から選択される、項目１７に記載の方法。
［項目１９］
　前記細菌組成物を経口投与するか、直腸投与するか、静脈内投与するか、腫瘍内投与す
るか、又は皮下投与する、項目１～１８のいずれか一項に記載の方法。
［項目２０］
　前記細菌組成物中の細菌の少なくとも５０％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａで
ある、項目１～７のいずれか一項に記載の方法。
［項目２１］
　前記細菌組成物中の細菌の少なくとも９０％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａで
ある、項目１～７のいずれか一項に記載の方法。
［項目２２］
　前記細菌組成物中の細菌の実質的に全てはブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａである
、項目１～７のいずれか一項に記載の方法。
［項目２３］
　前記細菌組成物は少なくとも１×１０６コロニー形成単位（ＣＦＵ）のブラウティア（
Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａを含む、項目１～１０のいずれか一項に記載の方法。
［項目２４］
　前記細菌組成物は少なくとも１×１０７ＣＦＵのブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ
を含む、項目１１に記載の方法。
［項目２５］
　前記細菌組成物は少なくとも１×１０８ＣＦＵのブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ
を含む、項目１に記載の方法。
［項目２６］
　前記細菌組成物を２つ以上の用量で投与する、項目１～１３のいずれか一項に記載の方
法。
［項目２７］
　前記２つ以上の用量の前記対象への投与は少なくとも１日離れている、項目１４に記載
の方法。
［項目２８］
　前記２つ以上の用量の投与は少なくとも１週間離れている、項目１５に記載の方法。
［項目２９］
　前記細菌組成物は生細菌を含む、項目１～１６のいずれか一項に記載の方法。
［項目３０］
　前記細菌組成物は弱毒化細菌を含む、項目１～１６のいずれか一項に記載の方法。
［項目３１］
　前記細菌組成物は死滅細菌を含む、項目１～１９のいずれか一項に記載の方法。
［項目３２］
　前記細菌組成物は放射線を照射された細菌を含む、項目３１に記載の方法。
［項目３３］
　前記細菌組成物はガンマ線を照射された細菌を含む、項目３１に記載の方法。
［項目３４］
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　前記細菌組成物の投与により前記免疫障害を処置する、項目１～３４のいずれか一項に
記載の方法。
［項目３５］
　前記細菌組成物の投与により免疫反応を誘発する、項目１～３５のいずれか一項に記載
の方法。
［項目３６］
　前記方法は、追加の治療薬を前記対象に投与することをさらに含む、項目１～３５のい
ずれか一項に記載の方法。
［項目３７］
　前記追加の治療薬は、免疫抑制剤、ＤＭＡＲＤ、疼痛制御剤、ステロイド、非ステロイ
ド系抗炎症薬（ＮＳＡＩＤ）、サイトカイン拮抗薬、シクロスポリン、レチノイド、副腎
皮質ステロイド、プロピオン酸誘導体、酢酸誘導体、エノール酸誘導体、フェナム酸誘導
体、Ｃｏｘ－２阻害剤、ルミラコキシブ、イブプロフェン、サリチル酸コリンマグネシウ
ム、フェノプロフェン、サルサラート、ジフニサル、トルメチン、ケトプロフェン、フル
ルビプロフェン、オキサプロジン、インドメタシン、スリンダク、エトドラク、ケトロラ
ック、ナブメトン、ナプロキセン、バルデコキシブ、エトリコキシブ、ＭＫ０９６６；ロ
フェコキシブ、アセトアミノフェン、セレコキシブ、ジクロフェナク、トラマドール、ピ
ロキシカム、メロキシカム、テノキシカム、ドロキシカム、ロルノキシカム、イソキシカ
ム、メフェナム酸、メクロフェナム酸、フルフェナム酸、トルフェナム酸、バルデコキシ
ブ、パレコキシブ、エトドラク、インドメタシン、アスピリン、イブプロフェン、フィロ
コキシブ、メトトレキサート（ＭＴＸ）、抗マラリア剤、ヒドロキシクロロキン、クロロ
キン、スルファサラジン、レフルノミド、アザチオプリン、シクロスポリン、金塩、ミノ
サイクリン、シクロホスファミド、Ｄ－ペニシラミン、ミノサイクリン、オーラノフィン
、タクロリムス、ミオクリシン、クロラムブシル、ＴＮＦアルファ拮抗薬、ＴＮＦアルフ
ァ拮抗薬、ＴＮＦアルファレセプター拮抗薬、アダリムマブ（Ｈｕｍｉｒａ（登録商標）
）、エタネルセプト（Ｅｎｂｒｅｌ（登録商標））、インフリキシマブ（Ｒｅｍｉｃａｄ
ｅ（登録商標）；ＴＡ－６５０）、セルトリズマブペゴル（Ｃｉｍｚｉａ（登録商標）；
ＣＤＰ８７０）、ゴリムマブ（Ｓｉｍｐｏｍ（登録商標）；ＣＮＴＯ　１４８）、アナキ
ンラ（Ｋｉｎｅｒｅｔ（登録商標））、リツキシマブ（Ｒｉｔｕｘａｎ（登録商標）；Ｍ
ａｂＴｈｅｒａ（登録商標））、アバタセプト（Ｏｒｅｎｃｉａ（登録商標））、トシリ
ズマブ（ＲｏＡｃｔｅｍｒａ／Ａｃｔｅｍｒａ（登録商標））、インテグリン拮抗薬、Ｔ
ＹＳＡＢＲＩ（登録商標）（ナタリズマブ）、ＩＬ－１拮抗薬、ＡＣＺ８８５（イラリス
）、アナキンラ（Ｋｉｎｅｒｅｔ（登録商標）））、ＣＤ４拮抗薬、ＩＬ－２３拮抗薬、
ＩＬ－２０拮抗薬、ＩＬ－６拮抗薬、ＢＬｙＳ拮抗薬、アタシセプト、Ｂｅｎｌｙｓｔａ
（登録商標）／ＬｙｍｐｈｏＳｔａｔ－Ｂ（登録商標）（ベリムマブ））、ｐ３８阻害剤
、ＣＤ２０拮抗薬、オクレリズマブ、オファツムマブ（Ａｒｚｅｒｒａ（登録商標）））
、インターフェロンガンマ拮抗薬、フォントリズマブ、プレドニゾロン、プレドニゾン、
デキサメタゾン、コルチゾール、コルチゾン、ヒドロコルチゾン、メチルプレドニゾロン
、ベタメタゾン、トリアムシノロン、ベクロメタゾン、フルドロコルチゾン、デオキシコ
ルチコステロン、アルドステロン、ドキシサイクリン、バンコマイシン、ピオグリタゾン
、ＳＢＩ－０８７、ＳＣＩＯ－４６９、Ｃｕｒａ－１００、オンコキシン＋ビウシド、Ｔ
ｗＨＦ、メトキサレン、ビタミンＤ－エルゴカルシフェロール、ミルナシプラン、パクリ
タキセル、ロージングタゾン、タクロリムス、Ｐｒｏｇｒａｆ（登録商標）、ＲＡＤＯＯ
ｌ、ラパミューン、ラパマイシン、フォスタマチニブ、フェンタニル、ＸＯＭＡ　０５２
、フォスタマチニブ二ナトリウム、ロシグリタゾン、クルクミン、Ｌｏｎｇｖｉｄａ（商
標）、ロスバスタチン、マラビロク、ラミピニル、ミルナシプラン、コビプロストン、ソ
マトロピン、ｔｇＡＡＣ９４遺伝子治療用ベクター、ＭＫ０３５９、ＧＷ８５６５５３、
エソメプラゾール、エベロリムス、トラスツズマブ、ＪＡＫｌ阻害剤及びＪＡＫ２阻害剤
、パンＪＡＫ阻害剤、例えば、四環系ピリドン６（Ｐ６）、３２５、ＰＦ－９５６９８０
、デノスマブ、ＩＬ－６拮抗薬、ＣＤ２０拮抗薬、ＣＴＬＡ４拮抗薬、ＩＬ－８拮抗薬、
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ＩＬ－２１拮抗薬、ＩＬ－２２拮抗薬、インテグリン拮抗薬、Ｔｙｓａｒｂｒｉ（登録商
標）（ナタリズマブ）、ＶＧＥＦ拮抗薬、ＣＸＣＬ拮抗薬、ＭＭＰ拮抗薬、デフェンシン
拮抗薬、ＩＬ－１拮抗薬、ＩＬ－１ベータ拮抗薬、ＩＬ－２３拮抗薬、レセプターデコイ
、拮抗性抗体、副腎皮質ステロイド、メサラジン、メサラミン、スルファサラジン、スル
ファサラジン誘導体、免疫抑制薬、シクロスポリンＡ、メルカプトプリン、アザチオプリ
ン、プレドニゾン、メトトレキサート、抗ヒスタミン薬、グルココルチコイド、エピネフ
リン、テオフィリン、クロモグリク酸ナトリウム、抗ロイコトリエン、鼻炎用の抗コリン
薬、ＴＬＲ拮抗薬、インフラマソーム阻害剤、抗コリン性うっ血除去薬、肥満細胞安定化
薬、モノクローナル抗ＩｇＥ抗体、ワクチン、サイトカイン阻害剤、抗ＩＬ－６抗体、Ｔ
ＮＦ阻害剤、インフリキシマブ、アダリムマブ、セルトリズマブペゴル、ゴリムマブ、並
びにエタネルセプトからなる群から選択される、項目３６に記載の方法。
［項目３８］
　前記追加の治療薬免疫抑制剤である、項目３６に記載の方法。
［項目３９］
　前記追加の治療薬は抗生物質である、項目３６に記載の方法。
［項目４０］
　前記抗生物質が、アミノグリコシド、アンサマイシン、カルバセフェム、カルバペネム
、セファロスポリン、グリコペプチド、リンコサミド、リポペプチド、マクロライド、モ
ノバクタム、ニトロフラン、オキサゾリドノン、ペニシリン、ポリペプチド抗生物質、キ
ノロン、フルオロキノロン、スルホンアミド、テトラサイクリン、抗マイコバクテリア化
合物、及びそれらの組み合わせからなる群から選択される、項目３９に記載の方法。
［項目４１］
　前記追加の治療薬は癌治療薬である、項目３６に記載の方法。
［項目４２］
　前記癌治療薬は化学療法剤を含む、項目４１に記載の方法。
［項目４３］
　前記化学療法剤は、チオテパ、シクロホスファミド、ブスルファン、インプロスルファ
ン、ピポスルファン、ベンゾドーパ（ｂｅｎｚｏｄｏｐａ）、カルボコン、メツレドーパ
（ｍｅｔｕｒｅｄｏｐａ）、ウレドーパ（ｕｒｅｄｏｐａ）、アルトレタミン、トリエチ
レンメラミン、トリエチレンホスホラミド、トリエチレンチオホスホルアミド、トリメチ
ルオロメラミン（ｔｒｉｍｅｔｈｙｌｏｌｏｍｅｌａｍｉｎｅ）、ブラタシン、ブラタシ
ノン（ｂｕｌｌａｔａｃｉｎｏｎｅ）、カンプトテシン、トポテカン、ブリオスタチン、
カリスタチン（ｃａｌｌｙｓｔａｔｉｎ）、ＣＣ－１０６５、クリプトフィシン１、クリ
プトフィシン８、ドラスタチン、デュオカルマイシン、エリュテロビン、パンクレアスタ
チン（ｐａｎｃｒａｔｉｓｔａｔｉｎ）、サルコディクチン（ｓａｒｃｏｄｉｃｔｙｉｎ
）、スポンジスタチン（ｓｐｏｎｇｉｓｔａｔｉｎ）、クロラムブシル、クロルナファジ
ン、コロホスファミド（ｃｈｏｌｏｐｈｏｓｐｈａｍｉｄｅ）、エストラムスチン、イホ
スファミド、メクロレタミン、メクロレタミンオキシド塩酸塩、メルファラン、ノベンビ
シン（ｎｏｖｅｍｂｉｃｈｉｎ）、フェネステリン、プレドニマスチン、トロホスファミ
ド、ウラシルマスタード、カルムスチン、クロロゾトシン、フォテムスチン、ロムスチン
、ニムスチン、ラニムスチン、カリチアマイシン、ダイネマイシン（ｄｙｎｅｍｉｃｉｎ
）、クロドロネート、エスペラミシン；ネオカルジノスタチンクロモフォア、アクラシノ
マイシン（ａｃｌａｃｉｎｏｍｙｓｉｎｓ）、アクチノマイシン、アウトラマイシン（ａ
ｕｔｈｒａｒｎｙｃｉｎ）、アザセリン、ブレオマイシン、カクチノマイシン、カラビシ
ン（ｃａｒａｂｉｃｉｎ）、カミノマイシン（ｃａｍｉｎｏｍｙｃｉｎ）、カルジノフィ
リン、クロモマイシン（ｃｈｒｏｍｏｍｙｃｉｎｉｓ）、ダクチノマイシン、ダウノルビ
シン、デトルビシン（ｄｅｔｏｒｕｂｉｃｉｎ）、６－ジアゾ－５－オキソ－Ｌ－ノルロ
イシン、ドキソルビシン、エピルビシン、エソルビシン（ｅｓｏｒｕｂｉｃｉｎ）、イダ
ルビシン、マルセロマイシン、マイトマイシン、マイトマイシンＣ、ミコフェノール酸、
ノガラマイシン、オリボマイシン、ペプロマイシン、ポトフィロマイシン（ｐｏｔｆｉｒ
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ｏｍｙｃｉｎ）、ピューロマイシン、ケラマイシン（ｑｕｅｌａｍｙｃｉｎ）、ロドルビ
シン（ｒｏｄｏｒｕｂｉｃｉｎ）、ストレプトニグリン、ストレプトゾシン、ツベルシジ
ン、ウベニメクス、ジノスタチン、ゾルビシン、メトトレキサート、５－フルオロウラシ
ル（５－ＦＵ）、デノプテリン、メトトレキサート、プテロプテリン、トリメトレキサー
ト、フルダラビン、６－メルカプトプリン、チアミプリン、チオグアニン、アンシタビン
、アザシチジン、６－アザウリジン、カルモフール、シタラビン、ジデオキシウリジン、
ドキシフルリジン、エノシタビン、フロクスウリジン、カルステロン、プロピオン酸ドロ
モスタノロン、エピチオスタノール、メピチオスタン、テストラクトン、アミノグルテチ
ミド、ミトタン、トリロスタン、フォリン酸（ｆｒｏｌｉｎｉｃ　ａｃｉｄ）、アセグラ
トン、アルドホスファミドグリコシド、アミノレブリン酸、エニルウラシル、アムサクリ
ン、ベストラブシル（ｂｅｓｔｒａｂｕｃｉｌ）、ビスアントレン、エダトレキサート、
デフォファミン（ｄｅｆｏｆａｍｉｎｅ）、デメコルチン、ジアジクオン、エルフォルミ
チン（ｅｌｆｏｒｍｉｔｈｉｎｅ）、酢酸エリプチニウム、エポチロン、エトグルシド、
硝酸ガリウム、ヒドロキシウレア、レンチナン、ロニダミン（ｌｏｎｉｄａｉｎｉｎｅ）
、マイタンシン、アンサマイトシン、ミトグアゾン、ミトキサントロン、モピダモール（
ｍｏｐｉｄａｎｍｏｌ）、ニトラエリン（ｎｉｔｒａｅｒｉｎｅ）、ペントスタチン、フ
ェナメット、ピラルビシン、ロソキサントロン、ポドフィリン酸、２－エチルヒドラジド
、プロカルバジン、ＰＳＫ多糖複合体、ラゾキサン、リゾキシン、シゾフラン（ｓｉｚｏ
ｆｕｒａｎ）、スピロゲルマニウム、テヌアゾン酸、トリアジクオン；２，２’，２’’
－トリクロロトリエチルアミン、トリコテシン、Ｔ－２毒素、ベラクリンＡ、ロリジンＡ
、アングイジン、ウレタン、ビンデシン、ダカルバジン、マンノムスチン、ミトブロニト
ール、ミトラクトール、ピポブロマン、ガシトシン（ｇａｃｙｔｏｓｉｎｅ）、アラビノ
シド、シクロホスファミド、チオテパ、パクリタキセル、ドセタキセル（ｄｏｘｅｔａｘ
ｅｌ）、クロラムブシル、ゲムシタビン、６－チオグアニン、メルカプトプリン、メトト
レキサート、シスプラチン、オキサリプラチン、カルボプラチン、ビンブラスチン、白金
、エトポシド、イホスファミド、ミトキサントロン、ビンクリスチン、ビノレルビン、ノ
バントロン、テニポシド、エダトレキサート、ダウノマイシン、アミノプテリン、ゼロー
ダ、イバンドロネート、イリノテカン、ＲＦＳ　２０００、ジフルオロメチルオミチン（
ｄｉｆｌｕｏｒｏｍｅｔｈｙｌｏｍｉｔｈｉｎｅ）、レチノイン酸、及びカペシタビンか
らなる群から選択される、項目４２に記載の方法。
［項目４４］
　前記癌治療薬は癌免疫療法剤を含む、項目４１～４３のいずれか一項に記載の方法。
［項目４５］
　前記癌免疫療法剤は免疫チェックポイント阻害剤を含む、項目４４に記載の方法。
［項目４６］
　前記免疫チェックポイント阻害剤は、免疫チェックポイントタンパク質に特異的に結合
する抗体又はその抗原結合断片である、項目４５に記載の方法。
［項目４７］
　前記免疫チェックポイントタンパク質は、ＣＴＬＡ４、ＰＤ－１、ＰＤ－Ｌ１、ＰＤ－
Ｌ２、Ａ２ＡＲ、Ｂ７－Ｈ３、Ｂ７－Ｈ４、ＢＴＬＡ、ＫＩＲ、ＬＡＧ３、ＴＩＭ－３、
又はＶＩＳＴＡからなる群から選択される、項目４５に記載の方法。
［項目４８］
　前記免疫チェックポイントタンパク質は、ニボルマブ、ペンブロリズマブ、ピディリズ
マブ、ＡＭＰ－２２４、ＡＭＰ－５１４、ＳＴＩ－Ａ１１１０、ＴＳＲ－０４２、ＲＧ－
７４４６、ＢＭＳ－９３６５５９、ＭＥＤＩ－４７３６、ＭＳＢ－００２０７１８Ｃ、Ａ
ＵＲ－０１２、及びＳＴＩ－Ａ１０１０からなる群から選択される、項目４５に記載の方
法。
［項目４９］
　前記癌免疫療法剤は癌特異的抗体又はその抗原結合断片を含む、項目４４～４８のいず
れか一項に記載の方法。
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［項目５０］
　前記癌特異的抗体又はその抗原結合断片は癌関連抗原に特異的に結合する、項目４９に
記載の方法。
［項目５１］
　前記癌関連抗原は、アディポフィリン、ＡＩＭ－２、ＡＬＤＨ１Ａ１、アルファ－アク
チニン－４、アルファ－フェトプロテイン（「ＡＦＰ」）、ＡＲＴＣ１、Ｂ－ＲＡＦ、Ｂ
ＡＧＥ－１、ＢＣＬＸ（Ｌ）、ＢＣＲ－ＡＢＬ融合タンパク質ｂ３ａ２、ベータ－カテニ
ン、ＢＩＮＧ－４、ＣＡ－１２５、ＣＡＬＣＡ、癌胎児性抗原（「ＣＥＡ」）、ＣＡＳＰ
－５、ＣＡＳＰ－８、ＣＤ２７４、ＣＤ４５、Ｃｄｃ２７、ＣＤＫ１２、ＣＤＫ４、ＣＤ
ＫＮ２Ａ、ＣＥＡ、ＣＬＰＰ、ＣＯＡ－１、ＣＰＳＦ、ＣＳＮＫ１Ａ１、ＣＴＡＧ１、Ｃ
ＴＡＧ２、サイクリンＤ１、サイクリン－Ａ１、ｄｅｋ－ｃａｎ融合タンパク質、ＤＫＫ
１、ＥＦＴＵＤ２、伸長因子２、ＥＮＡＨ（ｈＭｅｎａ）、Ｅｐ－ＣＡＭ、ＥｐＣＡＭ、
ＥｐｈＡ３、上皮性腫瘍抗原（「ＥＴＡ」）、ＥＴＶ６－ＡＭＬ１融合タンパク質、ＥＺ
Ｈ２、ＦＧＦ５、ＦＬＴ３－ＩＴＤ、ＦＮ１、Ｇ２５０／ＭＮ／ＣＡＩＸ、ＧＡＧＥ－１
，２，８、ＧＡＧＥ－３，４，５，６，７、ＧＡＳ７、グリピカン－３、ＧｎＴＶ、ｇｐ
１００／Ｐｍｅｌ１７、ＧＰＮＭＢ、ＨＡＵＳ３、ヘプシン、ＨＥＲ－２／ｎｅｕ、ＨＥ
ＲＶ－Ｋ－ＭＥＬ、ＨＬＡ－Ａ１１、ＨＬＡ－Ａ２、ＨＬＡ－ＤＯＢ、ｈｓｐ７０－２、
ＩＤＯ１、ＩＧＦ２Ｂ３、ＩＬ１３Ｒアルファ２、腸カルボキシルエステラーゼ、Ｋ－ｒ
ａｓ、カリクレイン４、ＫＩＦ２０Ａ、ＫＫ－ＬＣ－１、ＫＫＬＣ１、ＫＭ－ＨＮ－１、
ＣＣＤＣ１１０としても既知であるＫＭＨＮ１、ＬＡＧＥ－１、ＬＤＬＲ－フコシルトラ
ンスフェラーゼＡＳ融合タンパク質、レングシン（Ｌｅｎｇｓｉｎ）、Ｍ－ＣＳＦ、ＭＡ
ＧＥ－Ａ１、ＭＡＧＥ－Ａ１０、ＭＡＧＥ－Ａ１２、ＭＡＧＥ－Ａ２、ＭＡＧＥ－Ａ３、
ＭＡＧＥ－Ａ４、ＭＡＧＥ－Ａ６、ＭＡＧＥ－Ａ９、ＭＡＧＥ－Ｃ１、ＭＡＧＥ－Ｃ２、
リンゴ酸酵素、マンマグロビン－Ａ、ＭＡＲＴ２、ＭＡＴＮ、ＭＣ１Ｒ、ＭＣＳＰ、ｍｄ
ｍ－２、ＭＥ１、メラン－Ａ／ＭＡＲＴ－１、メロエ（Ｍｅｌｏｅ）、ミッドカイン、Ｍ
ＭＰ－２、ＭＭＰ－７、ＭＵＣ１、ＭＵＣ５ＡＣ、ムチン、ＭＵＭ－１、ＭＵＭ－２、Ｍ
ＵＭ－３、ミオシン、ミオシンクラスＩ、Ｎ－ｒａｗ、ＮＡ８８－Ａ、ネオ－ＰＡＰ、Ｎ
ＦＹＣ、ＮＹ－ＢＲ－１、ＮＹ－ＥＳＯ－１／ＬＡＧＥ－２、ＯＡ１、ＯＧＴ、ＯＳ－９
、Ｐポリペプチド、ｐ５３、ＰＡＰ、ＰＡＸ５、ＰＢＦ、ｐｍｌ－ＲＡＲアルファ融合タ
ンパク質、多形性上皮ムチン（ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｃ　ｅｐｉｔｈｅｌｉａｌ　ｍｕｃ
ｉｎ）（「ＰＥＭ」）、ＰＰＰ１Ｒ３Ｂ、ＰＲＡＭＥ、ＰＲＤＸ５、ＰＳＡ、ＰＳＭＡ、
ＰＴＰＲＫ、ＲＡＢ３８／ＮＹ－ＭＥＬ－１、ＲＡＧＥ－１、ＲＢＡＦ６００、ＲＧＳ５
、ＲｈｏＣ、ＲＮＦ４３、ＲＵ２ＡＳ、ＳＡＧＥ、セセルニン（ｓｅｃｅｒｎｉｎ）１、
ＳＩＲＴ２、ＳＮＲＰＤ１、ＳＯＸ１０、Ｓｐ１７、ＳＰＡ１７、ＳＳＸ－２、ＳＳＸ－
４、ＳＴＥＡＰ１、サバイビン、ＳＹＴ－ＳＳＸ１又は－ＳＳＸ２融合タンパク質、ＴＡ
Ｇ－１、ＴＡＧ－２、テロメラーゼ、ＴＧＦ－ベータＲＩＩ、ＴＰＢＧ、ＴＲＡＧ－３、
トリオースリン酸イソメラーゼ、ＴＲＰ－１／ｇｐ７５、ＴＲＰ－２、ＴＲＰ２－ＩＮＴ
２、チロシナーゼ、チロシナーゼ（「ＴＹＲ」）、ＶＥＧＦ、ＷＴ１、及びＸＡＧＥ－１
ｂ／ＧＡＧＥＤ２ａからなる群から選択される、項目５０に記載の方法。
［項目５２］
　前記癌関連抗原はネオ抗原である、項目５１に記載の方法。
［項目５３］
　前記癌免疫療法剤は癌ワクチンを含む、項目４４～５２のいずれか一項に記載の方法。
［項目５４］
　前記癌ワクチンは、癌関連抗原のエピトープを含むポリペプチドを含む、項目５３に記
載の方法。
［項目５５］
　前記癌関連抗原は、アディポフィリン、ＡＩＭ－２、ＡＬＤＨ１Ａ１、アルファ－アク
チニン－４、アルファ－フェトプロテイン（「ＡＦＰ」）、ＡＲＴＣ１、Ｂ－ＲＡＦ、Ｂ
ＡＧＥ－１、ＢＣＬＸ（Ｌ）、ＢＣＲ－ＡＢＬ融合タンパク質ｂ３ａ２、ベータ－カテニ
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ン、ＢＩＮＧ－４、ＣＡ－１２５、ＣＡＬＣＡ、癌胎児性抗原（「ＣＥＡ」）、ＣＡＳＰ
－５、ＣＡＳＰ－８、ＣＤ２７４、ＣＤ４５、Ｃｄｃ２７、ＣＤＫ１２、ＣＤＫ４、ＣＤ
ＫＮ２Ａ、ＣＥＡ、ＣＬＰＰ、ＣＯＡ－１、ＣＰＳＦ、ＣＳＮＫ１Ａ１、ＣＴＡＧ１、Ｃ
ＴＡＧ２、サイクリンＤ１、サイクリン－Ａ１、ｄｅｋ－ｃａｎ融合タンパク質、ＤＫＫ
１、ＥＦＴＵＤ２、伸長因子２、ＥＮＡＨ（ｈＭｅｎａ）、Ｅｐ－ＣＡＭ、ＥｐＣＡＭ、
ＥｐｈＡ３、上皮性腫瘍抗原（「ＥＴＡ」）、ＥＴＶ６－ＡＭＬ１融合タンパク質、ＥＺ
Ｈ２、ＦＧＦ５、ＦＬＴ３－ＩＴＤ、ＦＮ１、Ｇ２５０／ＭＮ／ＣＡＩＸ、ＧＡＧＥ－１
，２，８、ＧＡＧＥ－３，４，５，６，７、ＧＡＳ７、グリピカン－３、ＧｎＴＶ、ｇｐ
１００／Ｐｍｅｌ１７、ＧＰＮＭＢ、ＨＡＵＳ３、ヘプシン、ＨＥＲ－２／ｎｅｕ、ＨＥ
ＲＶ－Ｋ－ＭＥＬ、ＨＬＡ－Ａ１１、ＨＬＡ－Ａ２、ＨＬＡ－ＤＯＢ、ｈｓｐ７０－２、
ＩＤＯ１、ＩＧＦ２Ｂ３、ＩＬ１３Ｒアルファ２、腸カルボキシルエステラーゼ、Ｋ－ｒ
ａｓ、カリクレイン４、ＫＩＦ２０Ａ、ＫＫ－ＬＣ－１、ＫＫＬＣ１、ＫＭ－ＨＮ－１、
ＣＣＤＣ１１０としても既知であるＫＭＨＮ１、ＬＡＧＥ－１、ＬＤＬＲ－フコシルトラ
ンスフェラーゼＡＳ融合タンパク質、レングシン、Ｍ－ＣＳＦ、ＭＡＧＥ－Ａ１、ＭＡＧ
Ｅ－Ａ１０、ＭＡＧＥ－Ａ１２、ＭＡＧＥ－Ａ２、ＭＡＧＥ－Ａ３、ＭＡＧＥ－Ａ４、Ｍ
ＡＧＥ－Ａ６、ＭＡＧＥ－Ａ９、ＭＡＧＥ－Ｃ１、ＭＡＧＥ－Ｃ２、リンゴ酸酵素、マン
マグロビン－Ａ、ＭＡＲＴ２、ＭＡＴＮ、ＭＣ１Ｒ、ＭＣＳＰ、ｍｄｍ－２、ＭＥ１、メ
ラン－Ａ／ＭＡＲＴ－１、メロエ、ミッドカイン、ＭＭＰ－２、ＭＭＰ－７、ＭＵＣ１、
ＭＵＣ５ＡＣ、ムチン、ＭＵＭ－１、ＭＵＭ－２、ＭＵＭ－３、ミオシン、ミオシンクラ
スＩ、Ｎ－ｒａｗ、ＮＡ８８－Ａ、ネオ－ＰＡＰ、ＮＦＹＣ、ＮＹ－ＢＲ－１、ＮＹ－Ｅ
ＳＯ－１／ＬＡＧＥ－２、ＯＡ１、ＯＧＴ、ＯＳ－９、Ｐポリペプチド、ｐ５３、ＰＡＰ
、ＰＡＸ５、ＰＢＦ、ｐｍｌ－ＲＡＲアルファ融合タンパク質、多形性上皮ムチン（「Ｐ
ＥＭ」）、ＰＰＰ１Ｒ３Ｂ、ＰＲＡＭＥ、ＰＲＤＸ５、ＰＳＡ、ＰＳＭＡ、ＰＴＰＲＫ、
ＲＡＢ３８／ＮＹ－ＭＥＬ－１、ＲＡＧＥ－１、ＲＢＡＦ６００、ＲＧＳ５、ＲｈｏＣ、
ＲＮＦ４３、ＲＵ２ＡＳ、ＳＡＧＥ、セセルニン１、ＳＩＲＴ２、ＳＮＲＰＤ１、ＳＯＸ
１０、Ｓｐ１７、ＳＰＡ１７、ＳＳＸ－２、ＳＳＸ－４、ＳＴＥＡＰ１、サバイビン、Ｓ
ＹＴ－ＳＳＸ１又は－ＳＳＸ２融合タンパク質、ＴＡＧ－１、ＴＡＧ－２、テロメラーゼ
、ＴＧＦ－ベータＲＩＩ、ＴＰＢＧ、ＴＲＡＧ－３、トリオースリン酸イソメラーゼ、Ｔ
ＲＰ－１／ｇｐ７５、ＴＲＰ－２、ＴＲＰ２－ＩＮＴ２、チロシナーゼ、チロシナーゼ（
「ＴＹＲ」）、ＶＥＧＦ、ＷＴ１、及びＸＡＧＥ－１ｂ／ＧＡＧＥＤ２ａからなる群から
選択される、項目５４に記載の方法。
［項目５６］
　前記癌関連抗原はネオ抗原である、項目５４に記載の方法。
［項目５７］
　前記ポリペプチドは融合タンパク質である、項目５４～５６のいずれか一項に記載の方
法。
［項目５８］
　前記癌ワクチンは、癌関連抗原のエピトープをコードする核酸を含む、項目５３に記載
の方法。
［項目５９］
　前記癌関連抗原は、アディポフィリン、ＡＩＭ－２、ＡＬＤＨ１Ａ１、アルファ－アク
チニン－４、アルファ－フェトプロテイン（「ＡＦＰ」）、ＡＲＴＣ１、Ｂ－ＲＡＦ、Ｂ
ＡＧＥ－１、ＢＣＬＸ（Ｌ）、ＢＣＲ－ＡＢＬ融合タンパク質ｂ３ａ２、ベータ－カテニ
ン、ＢＩＮＧ－４、ＣＡ－１２５、ＣＡＬＣＡ、癌胎児性抗原（「ＣＥＡ」）、ＣＡＳＰ
－５、ＣＡＳＰ－８、ＣＤ２７４、ＣＤ４５、Ｃｄｃ２７、ＣＤＫ１２、ＣＤＫ４、ＣＤ
ＫＮ２Ａ、ＣＥＡ、ＣＬＰＰ、ＣＯＡ－１、ＣＰＳＦ、ＣＳＮＫ１Ａ１、ＣＴＡＧ１、Ｃ
ＴＡＧ２、サイクリンＤ１、サイクリン－Ａ１、ｄｅｋ－ｃａｎ融合タンパク質、ＤＫＫ
１、ＥＦＴＵＤ２、伸長因子２、ＥＮＡＨ（ｈＭｅｎａ）、Ｅｐ－ＣＡＭ、ＥｐＣＡＭ、
ＥｐｈＡ３、上皮性腫瘍抗原（「ＥＴＡ」）、ＥＴＶ６－ＡＭＬ１融合タンパク質、ＥＺ
Ｈ２、ＦＧＦ５、ＦＬＴ３－ＩＴＤ、ＦＮ１、Ｇ２５０／ＭＮ／ＣＡＩＸ、ＧＡＧＥ－１
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，２，８、ＧＡＧＥ－３，４，５，６，７、ＧＡＳ７、グリピカン－３、ＧｎＴＶ、ｇｐ
１００／Ｐｍｅｌ１７、ＧＰＮＭＢ、ＨＡＵＳ３、ヘプシン、ＨＥＲ－２／ｎｅｕ、ＨＥ
ＲＶ－Ｋ－ＭＥＬ、ＨＬＡ－Ａ１１、ＨＬＡ－Ａ２、ＨＬＡ－ＤＯＢ、ｈｓｐ７０－２、
ＩＤＯ１、ＩＧＦ２Ｂ３、ＩＬ１３Ｒアルファ２、腸カルボキシルエステラーゼ、Ｋ－ｒ
ａｓ、カリクレイン４、ＫＩＦ２０Ａ、ＫＫ－ＬＣ－１、ＫＫＬＣ１、ＫＭ－ＨＮ－１、
ＣＣＤＣ１１０としても既知であるＫＭＨＮ１、ＬＡＧＥ－１、ＬＤＬＲ－フコシルトラ
ンスフェラーゼＡＳ融合タンパク質、レングシン、Ｍ－ＣＳＦ、ＭＡＧＥ－Ａ１、ＭＡＧ
Ｅ－Ａ１０、ＭＡＧＥ－Ａ１２、ＭＡＧＥ－Ａ２、ＭＡＧＥ－Ａ３、ＭＡＧＥ－Ａ４、Ｍ
ＡＧＥ－Ａ６、ＭＡＧＥ－Ａ９、ＭＡＧＥ－Ｃ１、ＭＡＧＥ－Ｃ２、リンゴ酸酵素、マン
マグロビン－Ａ、ＭＡＲＴ２、ＭＡＴＮ、ＭＣ１Ｒ、ＭＣＳＰ、ｍｄｍ－２、ＭＥ１、メ
ラン－Ａ／ＭＡＲＴ－１、メロエ、ミッドカイン、ＭＭＰ－２、ＭＭＰ－７、ＭＵＣ１、
ＭＵＣ５ＡＣ、ムチン、ＭＵＭ－１、ＭＵＭ－２、ＭＵＭ－３、ミオシン、ミオシンクラ
スＩ、Ｎ－ｒａｗ、ＮＡ８８－Ａ、ネオ－ＰＡＰ、ＮＦＹＣ、ＮＹ－ＢＲ－１、ＮＹ－Ｅ
ＳＯ－１／ＬＡＧＥ－２、ＯＡ１、ＯＧＴ、ＯＳ－９、Ｐポリペプチド、ｐ５３、ＰＡＰ
、ＰＡＸ５、ＰＢＦ、ｐｍｌ－ＲＡＲアルファ融合タンパク質、多形性上皮ムチン（「Ｐ
ＥＭ」）、ＰＰＰ１Ｒ３Ｂ、ＰＲＡＭＥ、ＰＲＤＸ５、ＰＳＡ、ＰＳＭＡ、ＰＴＰＲＫ、
ＲＡＢ３８／ＮＹ－ＭＥＬ－１、ＲＡＧＥ－１、ＲＢＡＦ６００、ＲＧＳ５、ＲｈｏＣ、
ＲＮＦ４３、ＲＵ２ＡＳ、ＳＡＧＥ、セセルニン１、ＳＩＲＴ２、ＳＮＲＰＤ１、ＳＯＸ
１０、Ｓｐ１７、ＳＰＡ１７、ＳＳＸ－２、ＳＳＸ－４、ＳＴＥＡＰ１、サバイビン、Ｓ
ＹＴ－ＳＳＸ１又は－ＳＳＸ２融合タンパク質、ＴＡＧ－１、ＴＡＧ－２、テロメラーゼ
、ＴＧＦ－ベータＲＩＩ、ＴＰＢＧ、ＴＲＡＧ－３、トリオースリン酸イソメラーゼ、Ｔ
ＲＰ－１／ｇｐ７５、ＴＲＰ－２、ＴＲＰ２－ＩＮＴ２、チロシナーゼ、チロシナーゼ（
「ＴＹＲ」）、ＶＥＧＦ、ＷＴ１、及びＸＡＧＥ－１ｂ／ＧＡＧＥＤ２ａからなる群から
選択される、項目５８に記載の方法。
［項目６０］
　前記癌関連抗原はネオ抗原である、項目５８に記載の方法。
［項目６１］
　前記核酸はＤＮＡである、項目５８～６０のいずれか一項に記載の方法。
［項目６２］
　前記核酸はＲＮＡである、項目５８～６０のいずれか一項に記載の方法。
［項目６３］
　前記ＲＮＡはｍＲＮＡである、項目６２に記載の方法。
［項目６４］
　前記核酸はベクター中に存在する、項目６１～６３のいずれか一項に記載の方法。
［項目６５］
　前記ベクターは細菌ベクターである、項目６４に記載の方法。
［項目６６］
　前記細菌ベクターは、マイコバクテリウム・ボビス（Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂ
ｏｖｉｓ）（ＢＣＧ）、サルモネラ・チフィリウム亜種（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐ
ｈｉｍｕｒｉｕｍ　ｓｓｐ．）、サルモネラ・チフィ亜種（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙ
ｐｈｉ　ｓｓｐ．）、クロストリジウム種（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｓｐ．）胞子、大
腸菌（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）Ｎｉｓｓｌｅ　１９１７、大腸菌（Ｅｓｃｈ
ｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）Ｋ－１２／ＬＬＯ、リステリア・モノサイトゲネス（Ｌｉｓ
ｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ）、及びシゲラ・フレックスネリ（Ｓｈｉｇｅ
ｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ）からなる群から選択される、項目６５に記載の方法。
［項目６７］
　前記ベクターはウイルスベクターである、項目６４に記載の方法。
［項目６８］
　前記ウイルスベクターは、ワクシニア、アデノウイルス、ＲＮＡウイルス、並びに複製
欠損アビポックス、複製欠損鶏痘、複製欠損カナリア痘、複製欠損ＭＶＡ、及び複製欠損
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アデノウイルスからなる群から選択される、項目６７に記載の方法。
［項目６９］
　前記免疫療法剤は、癌特異的抗原でプライミングされた抗原提示細胞（ＡＰＣ）を含む
、項目４４～６８のいずれか一項に記載の方法。
［項目７０］
　前記ＡＰＣは、樹状細胞、マクロファージ、又はＢ細胞である、項目６９に記載の方法
。
［項目７１］
　前記癌関連抗原は、アディポフィリン、ＡＩＭ－２、ＡＬＤＨ１Ａ１、アルファ－アク
チニン－４、アルファ－フェトプロテイン（「ＡＦＰ」）、ＡＲＴＣ１、Ｂ－ＲＡＦ、Ｂ
ＡＧＥ－１、ＢＣＬＸ（Ｌ）、ＢＣＲ－ＡＢＬ融合タンパク質ｂ３ａ２、ベータ－カテニ
ン、ＢＩＮＧ－４、ＣＡ－１２５、ＣＡＬＣＡ、癌胎児性抗原（「ＣＥＡ」）、ＣＡＳＰ
－５、ＣＡＳＰ－８、ＣＤ２７４、ＣＤ４５、Ｃｄｃ２７、ＣＤＫ１２、ＣＤＫ４、ＣＤ
ＫＮ２Ａ、ＣＥＡ、ＣＬＰＰ、ＣＯＡ－１、ＣＰＳＦ、ＣＳＮＫ１Ａ１、ＣＴＡＧ１、Ｃ
ＴＡＧ２、サイクリンＤ１、サイクリン－Ａ１、ｄｅｋ－ｃａｎ融合タンパク質、ＤＫＫ
１、ＥＦＴＵＤ２、伸長因子２、ＥＮＡＨ（ｈＭｅｎａ）、Ｅｐ－ＣＡＭ、ＥｐＣＡＭ、
ＥｐｈＡ３、上皮性腫瘍抗原（「ＥＴＡ」）、ＥＴＶ６－ＡＭＬ１融合タンパク質、ＥＺ
Ｈ２、ＦＧＦ５、ＦＬＴ３－ＩＴＤ、ＦＮ１、Ｇ２５０／ＭＮ／ＣＡＩＸ、ＧＡＧＥ－１
，２，８、ＧＡＧＥ－３，４，５，６，７、ＧＡＳ７、グリピカン－３、ＧｎＴＶ、ｇｐ
１００／Ｐｍｅｌ１７、ＧＰＮＭＢ、ＨＡＵＳ３、ヘプシン、ＨＥＲ－２／ｎｅｕ、ＨＥ
ＲＶ－Ｋ－ＭＥＬ、ＨＬＡ－Ａ１１、ＨＬＡ－Ａ２、ＨＬＡ－ＤＯＢ、ｈｓｐ７０－２、
ＩＤＯ１、ＩＧＦ２Ｂ３、ＩＬ１３Ｒアルファ２、腸カルボキシルエステラーゼ、Ｋ－ｒ
ａｓ、カリクレイン４、ＫＩＦ２０Ａ、ＫＫ－ＬＣ－１、ＫＫＬＣ１、ＫＭ－ＨＮ－１、
ＣＣＤＣ１１０としても既知であるＫＭＨＮ１、ＬＡＧＥ－１、ＬＤＬＲ－フコシルトラ
ンスフェラーゼＡＳ融合タンパク質、レングシン、Ｍ－ＣＳＦ、ＭＡＧＥ－Ａ１、ＭＡＧ
Ｅ－Ａ１０、ＭＡＧＥ－Ａ１２、ＭＡＧＥ－Ａ２、ＭＡＧＥ－Ａ３、ＭＡＧＥ－Ａ４、Ｍ
ＡＧＥ－Ａ６、ＭＡＧＥ－Ａ９、ＭＡＧＥ－Ｃ１、ＭＡＧＥ－Ｃ２、リンゴ酸酵素、マン
マグロビン－Ａ、ＭＡＲＴ２、ＭＡＴＮ、ＭＣ１Ｒ、ＭＣＳＰ、ｍｄｍ－２、ＭＥ１、メ
ラン－Ａ／ＭＡＲＴ－１、メロエ、ミッドカイン、ＭＭＰ－２、ＭＭＰ－７、ＭＵＣ１、
ＭＵＣ５ＡＣ、ムチン、ＭＵＭ－１、ＭＵＭ－２、ＭＵＭ－３、ミオシン、ミオシンクラ
スＩ、Ｎ－ｒａｗ、ＮＡ８８－Ａ、ネオ－ＰＡＰ、ＮＦＹＣ、ＮＹ－ＢＲ－１、ＮＹ－Ｅ
ＳＯ－１／ＬＡＧＥ－２、ＯＡ１、ＯＧＴ、ＯＳ－９、Ｐポリペプチド、ｐ５３、ＰＡＰ
、ＰＡＸ５、ＰＢＦ、ｐｍｌ－ＲＡＲアルファ融合タンパク質、多形性上皮ムチン（「Ｐ
ＥＭ」）、ＰＰＰ１Ｒ３Ｂ、ＰＲＡＭＥ、ＰＲＤＸ５、ＰＳＡ、ＰＳＭＡ、ＰＴＰＲＫ、
ＲＡＢ３８／ＮＹ－ＭＥＬ－１、ＲＡＧＥ－１、ＲＢＡＦ６００、ＲＧＳ５、ＲｈｏＣ、
ＲＮＦ４３、ＲＵ２ＡＳ、ＳＡＧＥ、セセルニン１、ＳＩＲＴ２、ＳＮＲＰＤ１、ＳＯＸ
１０、Ｓｐ１７、ＳＰＡ１７、ＳＳＸ－２、ＳＳＸ－４、ＳＴＥＡＰ１、サバイビン、Ｓ
ＹＴ－ＳＳＸ１又は－ＳＳＸ２融合タンパク質、ＴＡＧ－１、ＴＡＧ－２、テロメラーゼ
、ＴＧＦ－ベータＲＩＩ、ＴＰＢＧ、ＴＲＡＧ－３、トリオースリン酸イソメラーゼ、Ｔ
ＲＰ－１／ｇｐ７５、ＴＲＰ－２、ＴＲＰ２－ＩＮＴ２、チロシナーゼ、チロシナーゼ（
「ＴＹＲ」）、ＶＥＧＦ、ＷＴ１、及びＸＡＧＥ－１ｂ／ＧＡＧＥＤ２ａからなる群から
選択される、項目６９又は７０に記載の方法。
［項目７２］
　前記癌関連抗原はネオ抗原である、項目６９又は７０に記載の方法。
［項目７３］
　前記免疫療法剤は癌特異的キメラ抗原受容体（ＣＡＲ）を含む、項目４４～７２のいず
れか一項に記載の方法。
［項目７４］
　前記ＣＡＲをＴ細胞の表面に投与する、項目７３に記載の方法。
［項目７５］
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　前記ＣＡＲは癌関連抗原に特異的に結合する、項目７３又は７４に記載の方法。
［項目７６］
　前記癌関連抗原は、アディポフィリン、ＡＩＭ－２、ＡＬＤＨ１Ａ１、アルファ－アク
チニン－４、アルファ－フェトプロテイン（「ＡＦＰ」）、ＡＲＴＣ１、Ｂ－ＲＡＦ、Ｂ
ＡＧＥ－１、ＢＣＬＸ（Ｌ）、ＢＣＲ－ＡＢＬ融合タンパク質ｂ３ａ２、ベータ－カテニ
ン、ＢＩＮＧ－４、ＣＡ－１２５、ＣＡＬＣＡ、癌胎児性抗原（「ＣＥＡ」）、ＣＡＳＰ
－５、ＣＡＳＰ－８、ＣＤ２７４、ＣＤ４５、Ｃｄｃ２７、ＣＤＫ１２、ＣＤＫ４、ＣＤ
ＫＮ２Ａ、ＣＥＡ、ＣＬＰＰ、ＣＯＡ－１、ＣＰＳＦ、ＣＳＮＫ１Ａ１、ＣＴＡＧ１、Ｃ
ＴＡＧ２、サイクリンＤ１、サイクリン－Ａ１、ｄｅｋ－ｃａｎ融合タンパク質、ＤＫＫ
１、ＥＦＴＵＤ２、伸長因子２、ＥＮＡＨ（ｈＭｅｎａ）、Ｅｐ－ＣＡＭ、ＥｐＣＡＭ、
ＥｐｈＡ３、上皮性腫瘍抗原（「ＥＴＡ」）、ＥＴＶ６－ＡＭＬ１融合タンパク質、ＥＺ
Ｈ２、ＦＧＦ５、ＦＬＴ３－ＩＴＤ、ＦＮ１、Ｇ２５０／ＭＮ／ＣＡＩＸ、ＧＡＧＥ－１
，２，８、ＧＡＧＥ－３，４，５，６，７、ＧＡＳ７、グリピカン－３、ＧｎＴＶ、ｇｐ
１００／Ｐｍｅｌ１７、ＧＰＮＭＢ、ＨＡＵＳ３、ヘプシン、ＨＥＲ－２／ｎｅｕ、ＨＥ
ＲＶ－Ｋ－ＭＥＬ、ＨＬＡ－Ａ１１、ＨＬＡ－Ａ２、ＨＬＡ－ＤＯＢ、ｈｓｐ７０－２、
ＩＤＯ１、ＩＧＦ２Ｂ３、ＩＬ１３Ｒアルファ２、腸カルボキシルエステラーゼ、Ｋ－ｒ
ａｓ、カリクレイン４、ＫＩＦ２０Ａ、ＫＫ－ＬＣ－１、ＫＫＬＣ１、ＫＭ－ＨＮ－１、
ＣＣＤＣ１１０としても既知であるＫＭＨＮ１、ＬＡＧＥ－１、ＬＤＬＲ－フコシルトラ
ンスフェラーゼＡＳ融合タンパク質、レングシン、Ｍ－ＣＳＦ、ＭＡＧＥ－Ａ１、ＭＡＧ
Ｅ－Ａ１０、ＭＡＧＥ－Ａ１２、ＭＡＧＥ－Ａ２、ＭＡＧＥ－Ａ３、ＭＡＧＥ－Ａ４、Ｍ
ＡＧＥ－Ａ６、ＭＡＧＥ－Ａ９、ＭＡＧＥ－Ｃ１、ＭＡＧＥ－Ｃ２、リンゴ酸酵素、マン
マグロビン－Ａ、ＭＡＲＴ２、ＭＡＴＮ、ＭＣ１Ｒ、ＭＣＳＰ、ｍｄｍ－２、ＭＥ１、メ
ラン－Ａ／ＭＡＲＴ－１、メロエ、ミッドカイン、ＭＭＰ－２、ＭＭＰ－７、ＭＵＣ１、
ＭＵＣ５ＡＣ、ムチン、ＭＵＭ－１、ＭＵＭ－２、ＭＵＭ－３、ミオシン、ミオシンクラ
スＩ、Ｎ－ｒａｗ、ＮＡ８８－Ａ、ネオ－ＰＡＰ、ＮＦＹＣ、ＮＹ－ＢＲ－１、ＮＹ－Ｅ
ＳＯ－１／ＬＡＧＥ－２、ＯＡ１、ＯＧＴ、ＯＳ－９、Ｐポリペプチド、ｐ５３、ＰＡＰ
、ＰＡＸ５、ＰＢＦ、ｐｍｌ－ＲＡＲアルファ融合タンパク質、多形性上皮ムチン（「Ｐ
ＥＭ」）、ＰＰＰ１Ｒ３Ｂ、ＰＲＡＭＥ、ＰＲＤＸ５、ＰＳＡ、ＰＳＭＡ、ＰＴＰＲＫ、
ＲＡＢ３８／ＮＹ－ＭＥＬ－１、ＲＡＧＥ－１、ＲＢＡＦ６００、ＲＧＳ５、ＲｈｏＣ、
ＲＮＦ４３、ＲＵ２ＡＳ、ＳＡＧＥ、セセルニン１、ＳＩＲＴ２、ＳＮＲＰＤ１、ＳＯＸ
１０、Ｓｐ１７、ＳＰＡ１７、ＳＳＸ－２、ＳＳＸ－４、ＳＴＥＡＰ１、サバイビン、Ｓ
ＹＴ－ＳＳＸ１又は－ＳＳＸ２融合タンパク質、ＴＡＧ－１、ＴＡＧ－２、テロメラーゼ
、ＴＧＦ－ベータＲＩＩ、ＴＰＢＧ、ＴＲＡＧ－３、トリオースリン酸イソメラーゼ、Ｔ
ＲＰ－１／ｇｐ７５、ＴＲＰ－２、ＴＲＰ２－ＩＮＴ２、チロシナーゼ、チロシナーゼ（
「ＴＹＲ」）、ＶＥＧＦ、ＷＴ１、及びＸＡＧＥ－１ｂ／ＧＡＧＥＤ２ａからなる群から
選択される、項目７５に記載の方法。
［項目７７］
　前記癌関連抗原はネオ抗原である、項目７４に記載の方法。
［項目７８］
　前記免疫療法剤は癌特異的Ｔ細胞を含む、項目４４～７７のいずれか一項に記載の方法
。
［項目７９］
　前記Ｔ細胞はＣＤ４＋　Ｔ細胞である、項目７８に記載の方法。
［項目８０］
　前記ＣＤ４＋　Ｔ細胞は、ＴＨ１　Ｔ細胞、ＴＨ２　Ｔ細胞、又はＴＨ１７　Ｔ細胞で
ある、項目７９に記載の方法。
［項目８１］
　前記Ｔ細胞は癌関連抗原に特異的なＴ細胞受容体を発現する、項目７８～８０のいずれ
か一項に記載の方法。
［項目８２］
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　前記癌関連抗原は、アディポフィリン、ＡＩＭ－２、ＡＬＤＨ１Ａ１、アルファ－アク
チニン－４、アルファ－フェトプロテイン（「ＡＦＰ」）、ＡＲＴＣ１、Ｂ－ＲＡＦ、Ｂ
ＡＧＥ－１、ＢＣＬＸ（Ｌ）、ＢＣＲ－ＡＢＬ融合タンパク質ｂ３ａ２、ベータ－カテニ
ン、ＢＩＮＧ－４、ＣＡ－１２５、ＣＡＬＣＡ、癌胎児性抗原（「ＣＥＡ」）、ＣＡＳＰ
－５、ＣＡＳＰ－８、ＣＤ２７４、ＣＤ４５、Ｃｄｃ２７、ＣＤＫ１２、ＣＤＫ４、ＣＤ
ＫＮ２Ａ、ＣＥＡ、ＣＬＰＰ、ＣＯＡ－１、ＣＰＳＦ、ＣＳＮＫ１Ａ１、ＣＴＡＧ１、Ｃ
ＴＡＧ２、サイクリンＤ１、サイクリン－Ａ１、ｄｅｋ－ｃａｎ融合タンパク質、ＤＫＫ
１、ＥＦＴＵＤ２、伸長因子２、ＥＮＡＨ（ｈＭｅｎａ）、Ｅｐ－ＣＡＭ、ＥｐＣＡＭ、
ＥｐｈＡ３、上皮性腫瘍抗原（「ＥＴＡ」）、ＥＴＶ６－ＡＭＬ１融合タンパク質、ＥＺ
Ｈ２、ＦＧＦ５、ＦＬＴ３－ＩＴＤ、ＦＮ１、Ｇ２５０／ＭＮ／ＣＡＩＸ、ＧＡＧＥ－１
，２，８、ＧＡＧＥ－３，４，５，６，７、ＧＡＳ７、グリピカン－３、ＧｎＴＶ、ｇｐ
１００／Ｐｍｅｌ１７、ＧＰＮＭＢ、ＨＡＵＳ３、ヘプシン、ＨＥＲ－２／ｎｅｕ、ＨＥ
ＲＶ－Ｋ－ＭＥＬ、ＨＬＡ－Ａ１１、ＨＬＡ－Ａ２、ＨＬＡ－ＤＯＢ、ｈｓｐ７０－２、
ＩＤＯ１、ＩＧＦ２Ｂ３、ＩＬ１３Ｒアルファ２、腸カルボキシルエステラーゼ、Ｋ－ｒ
ａｓ、カリクレイン４、ＫＩＦ２０Ａ、ＫＫ－ＬＣ－１、ＫＫＬＣ１、ＫＭ－ＨＮ－１、
ＣＣＤＣ１１０としても既知であるＫＭＨＮ１、ＬＡＧＥ－１、ＬＤＬＲ－フコシルトラ
ンスフェラーゼＡＳ融合タンパク質、レングシン、Ｍ－ＣＳＦ、ＭＡＧＥ－Ａ１、ＭＡＧ
Ｅ－Ａ１０、ＭＡＧＥ－Ａ１２、ＭＡＧＥ－Ａ２、ＭＡＧＥ－Ａ３、ＭＡＧＥ－Ａ４、Ｍ
ＡＧＥ－Ａ６、ＭＡＧＥ－Ａ９、ＭＡＧＥ－Ｃ１、ＭＡＧＥ－Ｃ２、リンゴ酸酵素、マン
マグロビン－Ａ、ＭＡＲＴ２、ＭＡＴＮ、ＭＣ１Ｒ、ＭＣＳＰ、ｍｄｍ－２、ＭＥ１、メ
ラン－Ａ／ＭＡＲＴ－１、メロエ、ミッドカイン、ＭＭＰ－２、ＭＭＰ－７、ＭＵＣ１、
ＭＵＣ５ＡＣ、ムチン、ＭＵＭ－１、ＭＵＭ－２、ＭＵＭ－３、ミオシン、ミオシンクラ
スＩ、Ｎ－ｒａｗ、ＮＡ８８－Ａ、ネオ－ＰＡＰ、ＮＦＹＣ、ＮＹ－ＢＲ－１、ＮＹ－Ｅ
ＳＯ－１／ＬＡＧＥ－２、ＯＡ１、ＯＧＴ、ＯＳ－９、Ｐポリペプチド、ｐ５３、ＰＡＰ
、ＰＡＸ５、ＰＢＦ、ｐｍｌ－ＲＡＲアルファ融合タンパク質、多形性上皮ムチン（「Ｐ
ＥＭ」）、ＰＰＰ１Ｒ３Ｂ、ＰＲＡＭＥ、ＰＲＤＸ５、ＰＳＡ、ＰＳＭＡ、ＰＴＰＲＫ、
ＲＡＢ３８／ＮＹ－ＭＥＬ－１、ＲＡＧＥ－１、ＲＢＡＦ６００、ＲＧＳ５、ＲｈｏＣ、
ＲＮＦ４３、ＲＵ２ＡＳ、ＳＡＧＥ、セセルニン１、ＳＩＲＴ２、ＳＮＲＰＤ１、ＳＯＸ
１０、Ｓｐ１７、ＳＰＡ１７、ＳＳＸ－２、ＳＳＸ－４、ＳＴＥＡＰ１、サバイビン、Ｓ
ＹＴ－ＳＳＸ１又は－ＳＳＸ２融合タンパク質、ＴＡＧ－１、ＴＡＧ－２、テロメラーゼ
、ＴＧＦ－ベータＲＩＩ、ＴＰＢＧ、ＴＲＡＧ－３、トリオースリン酸イソメラーゼ、Ｔ
ＲＰ－１／ｇｐ７５、ＴＲＰ－２、ＴＲＰ２－ＩＮＴ２、チロシナーゼ、チロシナーゼ（
「ＴＹＲ」）、ＶＥＧＦ、ＷＴ１、及びＸＡＧＥ－１ｂ／ＧＡＧＥＤ２ａからなる群から
選択される、項目８１に記載の方法。
［項目８３］
　前記免疫療法剤は免疫活性化タンパク質を含む、項目４４～８２のいずれか一項に記載
の方法。
［項目８４］
　前記免疫活性化タンパク質はサイトカイン又はケモカインである、項目８３に記載の方
法。
［項目８５］
　前記免疫活性化タンパク質は、Ｂリンパ球走化性因子（「ＢＬＣ」）、Ｃ－Ｃモチーフ
ケモカイン１１（「エオタキシン－１」）、好酸球走化性タンパク質２（「エオタキシン
－２」）、顆粒球コロニー刺激因子（「Ｇ－ＣＳＦ」）、顆粒球マクロファージコロニー
刺激因子（「ＧＭ－ＣＳＦ」）、１－３０９、細胞間接着分子１（「ＩＣＡＭ－１」）、
インターフェロンアルファ（「ＩＦＮ－アルファ）、インターフェロンベータ（「ＩＦＮ
－ベータ）、インターフェロンガンマ（「ＩＦＮ－ガンマ）、インターロイキン－１アル
ファ（「ＩＬ－１アルファ」）、インターロイキン－１ベータ（「ＩＬ－１ベータ」）、
インターロイキン１受容体アンタゴニスト（「ＩＬ－１　ｒａ」）、インターロイキン－
２（「ＩＬ－２」）、インターロイキン－４（「ＩＬ－４」）、インターロイキン－５（
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「ＩＬ－５」）、インターロイキン－６（「ＩＬ－６」）、インターロイキン－６可溶性
受容体（「ＩＬ－６　ｓＲ」）、インターロイキン－７（「ＩＬ－７」）、インターロイ
キン－８（「ＩＬ－８」）、インターロイキン－１０（「ＩＬ－１０」）、インターロイ
キン－１１（「ＩＬ－１１」）、インターロイキン－１２のサブニットベータ（「ＩＬ－
１２　ｐ４０」又は「ＩＬ－１２　ｐ７０」）、インターロイキン－１３（「ＩＬ－１３
」）、インターロイキン－１５（「ＩＬ－１５」）、インターロイキン－１６（「ＩＬ－
１６」）、インターロイキン－１７Ａ－Ｆ（「ＩＬ－１７Ａ－Ｆ」）、インターロイキン
－１８（「ＩＬ－１８」）、インターロイキン－２１（「ＩＬ－２１」）、インターロイ
キン－２２（「ＩＬ－２２」）、インターロイキン－２３（「ＩＬ－２３」）、インター
ロイキン－３３（「ＩＬ－３３」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド（Ｌｉｇｎ
ａｄ）２（「ＭＣＰ－１」）、マクロファージコロニー刺激因子（「Ｍ－ＣＳＦ」）、ガ
ンマインターフェロンにより誘発されたモノカイン（「ＭＩＧ」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃ
モチーフ）リガンド２（ＭＩＰ－１アルファ」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガン
ド４（ＭＩＰ－１ベータ」）、マクロファージ炎症性タンパク質－１－デルタ（「ＭＩＰ
－１デルタ」）、血小板由来増殖因子サブユニットＢ（「ＰＤＧＦ－ＢＢ」）、ケモカイ
ン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド５、活性化、正常なＴ細胞の発現、及び分泌に対する制御
（Ｒｅｇｕｌａｔｅｄ　ｏｎ　Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ，　Ｎｏｒｍａｌ　Ｔ　ｃｅｌｌ　
Ｅｘｐｒｅｓｓｅｄ　ａｎｄ　Ｓｅｃｒｅｔｅｄ）（「ＲＡＮＴＥＳ」）、ＴＩＭＰメタ
ロペプチダーゼ阻害因子１（「ＴＩＭＰ－１」）、ＴＩＭＰメタロペプチダーゼ阻害因子
２（「ＴＩＭＰ－２」）、腫瘍壊死因子リンホトキシン－アルファ（「ＴＮＦアルファ」
）、腫瘍壊死因子リンホトキシン－ベータ（「ＴＮＦベータ」）、可溶性ＴＮＦ受容体１
型（「ｓＴＮＦＲＩ」）、ｓＴＮＦＲＩＩＡＲ、脳由来神経栄養因子（「ＢＤＮＦ」）、
塩基性線維芽細胞増殖因子（「ｂＦＧＦ」）、骨形成タンパク質４（「ＢＭＰ－４」）、
骨形成タンパク質５（「ＢＭＰ－５」）、骨形成タンパク質７（「ＢＭＰ－７」）、神経
増殖因子（「ｂ－ＮＧＦ」）、上皮増殖因子（「ＥＧＦ」）、上皮増殖因子受容体（「Ｅ
ＧＦＲ」）、内分泌腺由来血管内皮細胞増殖因子（「ＥＧ－ＶＥＧＦ」）、線維芽細胞増
殖因子４（「ＦＧＦ－４」）、ケラチノサイト増殖因子（「ＦＧＦ－７」）、増殖分化因
子１５（「ＧＤＦ－１５」）、グリア細胞由来神経栄養因子（「ＧＤＮＦ」）、成長ホル
モン、ヘパリン結合ＥＧＦ様増殖因子（「ＨＢ－ＥＧＦ」）、肝細胞増殖因子（「ＨＧＦ
」）、インスリン様成長因子結合タンパク質１（「ＩＧＦＢＰ－１」）、インスリン様成
長因子結合タンパク質２（「ＩＧＦＢＰ－２」）、インスリン様成長因子結合タンパク質
３（「ＩＧＦＢＰ－３」）、インスリン様成長因子結合タンパク質４（「ＩＧＦＢＰ－４
」）、インスリン様成長因子結合タンパク質６（「ＩＧＦＢＰ－６」）、インスリン様成
長因子結合１（「ＩＧＦ－１」）、インスリン、マクロファージコロニー刺激因子（「Ｍ
－ＣＳＦＲ」）、神経成長因子受容体（「ＭＧＦＲ」）、ニューロトロフィン－３（「Ｎ
Ｔ－３」）、ニューロトロフィン－４（「ＮＴ－４」）、破骨細胞形成阻害因子（「オス
テオプロテジェリン」）、血小板由来増殖因子受容体（「ＰＤＧＦ－ＡＡ」）、
ホスファチジルイノシトール－グリカン生合成（「ＰＩＧＦ」）、Ｓｋｐ、カリン、Ｆ－
ボックス含有複合体（「ＳＣＦ」）、幹細胞因子受容体（ＳＣＦＲ）、形質転換増殖因子
アルファ（「ＴＧＦアルファ」）、形質転換増殖因子ベータ－１（「ＴＧＦベータ１」）
、形質転換増殖因子ベータ－３（「ＴＧＦベータ３」）、血管内皮増殖因子（「ＶＥＧＦ
」）、血管内皮増殖因子受容体２（「ＶＥＧＦＲ２」）、血管内皮増殖因子受容体３（「
ＶＥＧＦＲ３」）、ＶＥＧＦ－Ｄ　６Ｃカイン（ＶＥＧＦ－Ｄ　６Ｃｋｉｎｅ）、チロシ
ン－タンパク質キナーゼ受容体ＵＦＯ（「Ａｘｌ」）、ベータセルリン（「ＢＴＣ」）、
粘膜関連上皮ケモカイン（「ＣＣＬ２８」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド２
７（「ＣＴＡＣＫ」）、ケモカイン（Ｃ－Ｘ－Ｃモチーフ）リガンド１６（「ＣＸＣＬ１
６」）、Ｃ－Ｘ－Ｃモチーフケモカイン５（「ＥＮＡ－７８」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモ
チーフ）リガンド２６（「エオタキシン－３」）、顆粒球走化性タンパク質２（「ＧＣＰ
－２」）、ＧＲＯ、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド１４（「ＨＣＣ－１」）、ケ
モカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド１６（「ＨＣＣ－４」）、インターロイキン－９（
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「ＩＬ－９」）、インターロイキン－１７Ｆ（「ＩＬ－１７Ｆ」）、インターロイキン－
１８結合タンパク質（「ＩＬ－１８ＢＰａ」）、インターロイキン－２８Ａ（「ＩＬ－２
８Ａ」）、インターロイキン２９（「ＩＬ－２９」）、インターロイキン３１（「ＩＬ－
３１」）、Ｃ－Ｘ－Ｃモチーフケモカイン１０（「ＩＰ－１０」）、ケモカイン受容体Ｃ
ＸＣＲ３（「Ｉ－ＴＡＣ」）、白血病阻害因子（「ＬＩＦ」）、Ｌｉｇｈｔ、ケモカイン
（Ｃモチーフ）リガンド（「リンホタクチン」）、単球走化性因子タンパク質２（「ＭＣ
Ｐ－２」）、単球走化性因子タンパク質３（「ＭＣＰ－３」）、単球走化性因子タンパク
質４（「ＭＣＰ－４」）、マクロファージ由来ケモカイン（「ＭＤＣ」）、マクロファー
ジ遊走阻害因子（「ＭＩＦ」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド２０（「ＭＩＰ
－３アルファ」）、Ｃ－Ｃモチーフケモカイン１９（「ＭＩＰ－３ベータ」）、ケモカイ
ン（Ｃ－Ｃモチーフ）リガンド２３（「ＭＰＩＦ－１」）、マクロファージ刺激タンパク
質アルファ鎖（「ＭＳＰアルファ」）、ヌクレオソームアセンブリタンパク質１様４（「
ＮＡＰ－２」）、分泌型リン酸化タンパク質１（「オステオポンチン」）、肺性及び活性
化調節性サイトカイン（Ｐｕｌｍｏｎａｒｙ　ａｎｄ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ－ｒｅｇｕ
ｌａｔｅｄ　ｃｙｔｏｋｉｎｅ）（「ＰＡＲＣ」）、血小板因子４（「ＰＦ４」）、間質
細胞由来因子－１アルファ（「ＳＤＦ－１アルファ」）、ケモカイン（Ｃ－Ｃモチーフ）
リガンド１７（「ＴＡＲＣ」）、胸腺発現ケモカイン（「ＴＥＣＫ」）、胸腺間質リンホ
ポエチン（「ＴＳＬＰ　４－１ＢＢ」）、ＣＤ１６６抗原（「ＡＬＣＡＭ」）、表面抗原
分類８０（「Ｂ７－１」）、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリメンバー１７（「ＢＣ
ＭＡ」）、表面抗原分類１４（「ＣＤ１４」）、表面抗原分類３０（「ＣＤ３０」）、表
面抗原分類４０（「ＣＤ４０リガンド」）、癌胎児性抗原関連細胞接着分子１（胆汁糖タ
ンパク質）（「ＣＥＡＣＡＭ－１」）、細胞死受容体６（「ＤＲ６」）、デオキシチミジ
ンキナーゼ（「Ｄｔｋ」）、１型膜糖タンパク質（「エンドグリン」）、受容体型チロシ
ンプロテインキナーゼｅｒｂＢ－３（「ＥｒｂＢ３」）、内皮－白血球間接着分子１（「
Ｅ－セレクチン」）、アポトーシス抗原１（「Ｆａｓ」）、Ｆｍｓ様チロシンキナーゼ３
（「Ｆｌｔ－３Ｌ」）、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリメンバー１（「ＧＩＴＲ」
）、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリメンバー１４（「ＨＶＥＭ」）、細胞間接着分
子３（「ＩＣＡＭ－３」）、ＩＬ－１　Ｒ４、ＩＬ－１　ＲＩ、ＩＬ－１０　Ｒベータ、
ＩＬ－１７Ｒ、ＩＬ－２Ｒガンマ、ＩＬ－２１Ｒ、リソソーム膜タンパク質２（「ＬＩＭ
ＰＩＩ」）、好中球ゼラチナーゼ関連リポカリン（「リポカリン－２」）、
ＣＤ６２Ｌ（「Ｌ－セレクチン」）、リンパ内皮（「ＬＹＶＥ－１」）、ＭＨＣクラスＩ
ポリペプチド関連配列Ａ（「ＭＩＣＡ」）、ＭＨＣクラスＩポリペプチド関連配列Ｂ（「
ＭＩＣＢ」）、ＮＲＧｌ－ベータ１、ベータ型血小板由来増殖因子受容体（「ＰＤＧＦ　
Ｒベータ」）、血小板内皮細胞接着分子（「ＰＥＣＡＭ－１」）、ＲＡＧＥ、Ａ型肝炎ウ
イルス細胞受容体１（「ＴＩＭ－１」）、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリメンバー
ＩＯＣ（「ＴＲＡＩＬ　Ｒ３」）、トラピン（Ｔｒａｐｐｉｎ）タンパク質トランスグル
タミナーゼ結合ドメイン（「トラピン－２」）、ウロキナーゼ受容体（「ｕＰＡＲ」）、
血管細胞接着タンパク質１（「ＶＣＡＭ－１」）、ＸＥＤＡＲＡｃｔｉｖｉｎ　Ａ、アグ
ーチ関連タンパク質（「ＡｇＲＰ」）、リボヌクレアーゼ５（「アンジオゲニン」）、ア
ンジオポエチン１、アンジオスタチン、カテプリン（Ｃａｔｈｅｐｒｉｎ）Ｓ、ＣＤ４０
、潜在性ファミリタンパク質ＩＢ（「クリプト（Ｃｒｉｐｔｏ）－１」）、ＤＡＮ、Ｄｉ
ｃｋｋｏｐｆ関連タンパク質１（「ＤＫＫ－１」）、Ｅ－カドヘリン、上皮細胞接着分子
（「ＥｐＣＡＭ」）、Ｆａｓリガンド（ＦａｓＬ又はＣＤ９５Ｌ）、Ｆｃｇ　ＲＩＩＢ／
Ｃ、ＦｏＵｉｓｔａｔｉｎ、ガレクチン－７、細胞間接着分子２（「ＩＣＡＭ－２」）、
ＩＬ－１３　Ｒ１、ＩＬ－１３　Ｒ２、ＩＬ－１７Ｂ、ＩＬ－２　Ｒａ、ＩＬ－２　Ｒｂ
、ＩＬ－２３、ＬＡＰ、神経細胞接着分子（「ＮｒＣＡＭ」）、プラスミノーゲン活性化
因子阻害因子－１（「ＰＡＩ－１」）、血小板由来増殖因子受容体（「ＰＤＧＦ－ＡＢ」
）、レジスチン、間質細胞由来因子１（「ＳＤＦ－１ベータ」）、ｓｇｐｌ３０、分泌型
ｆｒｉｚｚｌｅｄ関連タンパク質２（「ＳｈｈＮ」）、シアル酸結合免疫グロブリン型レ
クチン（「Ｓｉｇｌｅｃ－５」）、ＳＴ２、形質転換増殖因子－ベータ２（「ＴＧＦベー
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タ２」）、Ｔｉｅ－２、トロンボポイエチン（「ＴＰＯ」）、腫瘍壊死因子受容体スーパ
ーファミリメンバー１０Ｄ（「ＴＲＡＩＬ　Ｒ４」）、骨髄系細胞上で発現されるトリガ
ー受容体１（Ｔｒｉｇｇｅｒｉｎｇ　ｒｅｃｅｐｔｏｒ ｅｘｐｒｅｓｓｅｄ　ｏｎ　ｍ
ｙｅｌｏｉｄ　ｃｅｌｌｓ　１）（「ＴＲＥＭ－１」）、血管内皮細胞増殖因子Ｃ（「Ｖ
ＥＧＦ－Ｃ」）、ＶＥＧＦＲｌＡｄｉｐｏｎｅｃｔｉｎ、アディプシン（Ａｄｉｐｓｉｎ
）（「ＡＮＤ」）、アルファ－フェトプロテイン（「ＡＦＰ」）、アンジオポエチン様４
（「ＡＮＧＰＴＬ４」）、ベータ－２－ミクログロブリン（「Ｂ２Ｍ」）、基底細胞接着
分子（「ＢＣＡＭ」）、糖鎖抗原１２５（「ＣＡ１２５」）、癌抗原１５－３（「ＣＡ１
５－３」）、癌胎児性抗原（「ＣＥＡ」）、ｃＡＭＰ受容体タンパク質（「ＣＲＰ」）、
ヒト上皮増殖因子受容体２（「ＥｒｂＢ２」）、フォリスタチン、卵胞刺激ホルモン（「
ＦＳＨ」）、ケモカイン（Ｃ－Ｘ－Ｃモチーフ）リガンド１（「ＧＲＯアルファ」）、ヒ
ト絨毛性ゴナドトロピン（「ベータＨＣＧ」）、インスリン様増殖因子１受容体（「ＩＧ
Ｆ－１　ｓＲ」）、ＩＬ－１　ｓＲＩＩ、ＩＬ－３、ＩＬ－１８　Ｒｂ、ＩＬ－２１、レ
プチン、マトリックスメタロプロテイナーゼ－１（「ＭＭＰ－１」）、マトリックスメタ
ロプロテイナーゼ－２（「ＭＭＰ－２」）、マトリックスメタロプロテイナーゼ－３（「
ＭＭＰ－３」）、マトリックスメタロプロテイナーゼ－８（「ＭＭＰ－８」）、マトリッ
クスメタロプロテイナーゼ－９（「ＭＭＰ－９」）、マトリックスメタロプロテイナーゼ
－１０（「ＭＭＰ－１０」）、マトリックスメタロプロテイナーゼ－１３（「ＭＭＰ－１
３」）、神経細胞接着分子（「ＮＣＡＭ－１」）、エンタクチン（「ナイドジェン－１」
）、神経特異的エノラーゼ（「ＮＳＥ」）、オンコスタチンＭ（「ＯＳＭ」）、プロカル
シトニン、プロラクチン、前立腺特異的抗原（「ＰＳＡ」）、シアル酸結合Ｉｇ様レクチ
ン９（「Ｓｉｇｌｅｃ－９」）、ＡＤＡＭ１７エンドペプチダーゼ（「ＴＡＣＥ」）、サ
イログロブリン、メタロプロテイナーゼ阻害因子４（「ＴＩＭＰ－４」）、ＴＳＨ２Ｂ４
、ディスインテグリン及びメタロプロテイナーゼドメイン含有タンパク質９（「ＡＤＡＭ
－９」）、アンジオポエチン２、腫瘍壊死因子リガンドスーパーファミリメンバー１３／
酸性ロイシンリッチ核リン酸化タンパク質３２ファミリメンバーＢ（「ＡＰＲＩＬ」）、
骨形成タンパク質２（「ＢＭＰ－２」）、骨形成タンパク質９（「ＢＭＰ－９」）、補体
成分５ａ（「Ｃ５ａ」）、カテプシンＬ、ＣＤ２００、ＣＤ９７、ケメリン、腫瘍壊死因
子受容体スーパーファミリメンバー６Ｂ（「ＤｃＲ３」）、脂肪酸結合タンパク質２（「
ＦＡＢＰ２」）、線維芽細胞活性化タンパク質、アルファ（「ＦＡＰ」）、線維芽細胞増
殖因子１９（「ＦＧＦ－１９」）、ガレクチン－３、肝細胞増殖因子受容体（「ＨＧＦ　
Ｒ」）、ＩＦＮ－ガンマアルファ／ベータＲ２、インスリン様増殖因子２（「ＩＧＦ－２
」）、インスリン様増殖因子２受容体（「ＩＧＦ－２　Ｒ」）、インターロイキン－１受
容体６（「ＩＬ－１Ｒ６」）、インターロイキン２４（「ＩＬ－２４」）、インターロイ
キン３３（ＩＬ－３３」）、カリクレイン１４、アスパラギニルエンドペプチダーゼ（「
レグマイン」）、酸化低密度リポタンパク質受容体１（「ＬＯＸ－１」）、マンノース結
合レクチン（「ＭＢＬ」）、ネプリライシン（「ＮＥＰ」）、ノッチホモログ１、転座関
連（ショウジョウバエ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ））（「ノッチ－１」）、過剰発現した腎
芽細胞腫（「ＮＯＶ」）、オステオアクチビン（Ｏｓｔｅｏａｃｔｉｖｉｎ）、プログラ
ム細胞死タンパク質１（「ＰＤ－１」）、Ｎ－アセチルムラモイル－Ｌ－アラニンアミダ
ーゼ（「ＰＧＲＰ－５」）、セルピンＡ４、分泌型ｆｒｉｚｚｌｅｄ関連タンパク質３（
「ｓＦＲＰ－３」）、トロンボモジュリン、Ｔｏｌｌ様受容体２（「ＴＬＲ２」）、腫瘍
壊死因子受容体スーパーファミリメンバー１０Ａ（「ＴＲＡＩＬ　Ｒｌ」）、トランスフ
ェリン（「ＴＲＦ」）、ＷＩＦ－ｌＡＣＥ－２、アルブミン、ＡＭＩＣＡ、アンジオポエ
チン４、Ｂ細胞活性化因子（「ＢＡＦＦ」）、糖鎖抗原１９－９（「ＣＡ１９－９」）、
ＣＤ１６３、クラスタリン、ＣＲＴ　ＡＭ、ケモカイン（Ｃ－Ｘ－Ｃモチーフ）リガンド
１４（「ＣＸＣＬ１４」）、シスタチンＣ、デコリン（「ＤＣＮ」）、Ｄｉｃｋｋｏｐｆ
関連タンパク質３（「Ｄｋｋ－３」）、デルタ様タンパク質１（「ＤＬＬ１」）、フェチ
ュインＡ、ヘパリン結合性増殖因子１（「ａＦＧＦ」）、葉酸受容体アルファ（「ＦＯＬ
Ｒ１」）、フューリン、ＧＰＣＲ関連ソーティングタンパク質１（「ＧＡＳＰ－１」）、
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ＧＰＣＲ関連ソーティングタンパク質２（「ＧＡＳＰ－２」）、果粒球コロニー刺激因子
受容体（「ＧＣＳＦ　Ｒ」）、セリンプロテアーゼヘプシン（「ＨＡＩ－２」）、インタ
ーロイキン－１７Ｂ受容体（「ＩＬ－１７Ｂ　Ｒ」）、インターロイキン２７（「ＩＬ－
２７」）、リンパ球活性化遺伝子３（「ＬＡＧ－３」）、アポリポタンパク質Ａ－Ｖ（「
ＬＤＬ　Ｒ」）、ペプシノゲンＩ、レチノール結合タンパク質４（「ＲＢＰ４」）、ＳＯ
ＳＴ、ヘパラン硫酸プロテオグリカン（「シンデカン－１」）、腫瘍壊死因子受容体スー
パーファミリメンバー１３Ｂ（「ＴＡＣＩ」）、組織因子経路阻害因子（「ＴＦＰＩ」）
、ＴＳＰ－１、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリメンバー１０ｂ（「ＴＲＡＩＬ　Ｒ
２」）、ＴＲＡＮＣＥ、トロポニンＩ、ウロキナーゼ型プラスミノーゲン活性化因子（「
ｕＰＡ」）、カドヘリン５、ＣＤ１４４としても既知である２型又はＶＥ－カドヘリン（
血管内皮）（「ＶＥ－カドヘリン」）、ＷＮＴｌ誘発性シグナル伝達経路タンパク質１（
「ＷＩＳＰ－１」）、並びに核因子κＢの受容体活性化因子（「ＲＡＮＫ」）からなる群
から選択される、項目８４に記載の方法。
［項目８６］
　前記免疫療法剤はアジュバントを含む、項目４４～８５のいずれか一項に記載の方法。
［項目８７］
　前記アジュバントは、免疫調節タンパク質、アジュバント６５、α－ＧａｌＣｅｒ、リ
ン酸アルミニウム、水酸化アルミニウム、リン酸カルシウム、β－グルカンペプチド、Ｃ
ｐＧ　ＤＮＡ、ＧＰＩ－０１００、脂質Ａ、リポ多糖、リポバント（Ｌｉｐｏｖａｎｔ）
、モンタナイド（Ｍｏｎｔａｎｉｄｅ）、Ｎ－アセチル－ムラミル－Ｌ－アラニル－Ｄ－
イソグルタミン、Ｐａｍ３ＣＳＫ４，クイルＡ（ｑｕｉｌ　Ａ）、及びトレハロースジミ
コレートからなる群から選択される、項目８６に記載の方法。
［項目８８］
　前記癌治療薬は血管新生阻害剤を含む、項目４１～８７のいずれか一項に記載の方法。
［項目８９］
　前記血管新生阻害剤は、ベバシズマブ（Ａｖａｓｔｉｎ（登録商標））、Ｚｉｖ－アフ
リベルセプト（Ｚａｌｔｒａｐ（登録商標））、ソラフェニブ（Ｎｅｘａｖａｒ（登録商
標））、スニチニブ（Ｓｕｔｅｎｔ（登録商標））、パゾパニブ（Ｖｏｔｒｉｅｎｔ（登
録商標））、レゴラフェニブ（Ｓｔｉｖａｒｇａ（登録商標））、及びカボザンチニブ（
Ｃｏｍｅｔｒｉｑ（商標））からなる群から選択される、項目８８に記載の方法。
［項目９０］
　前記方法は、第２の治療用細菌を前記対象に投与することをさらに含む、項目１～８９
のいずれか一項に記載の方法。
［項目９１］
　前記方法は、前記対象にプレバイオティックを投与することをさらに含む、項目１～８
９のいずれか一項に記載の方法。
［項目９２］
　前記プレバイオティックは、フルクトオリゴ糖、ガラクトオリゴ糖、トランス－ガラク
トオリゴ糖、キシロオリゴ糖、キトオリゴ糖、大豆オリゴ糖、ゲンチオオリゴ糖、イソマ
ルトオリゴ糖、マンノオリゴ糖、マルトオリゴ糖、マンナンオリゴ糖、ラクツロース、ラ
クトスクロース、パラチノース、グリコシルスクロース、グアーガム、アラビアゴム、タ
ガロース（ｔａｇａｌｏｓｅ）、アミロース、アミロペクチン、ペクチン、キシラン、又
はシクロデキストリンである、項目９１に記載の方法。
［項目９３］
　前記対象はヒトである、項目１～９２のいずれか一項に記載の方法。
［項目９４］
　前記対象が非ヒト哺乳動物である、項目１～９２のいずれか一項に記載の方法。
［項目９５］
　前記哺乳動物が、イヌ、ネコ、ウシ、ウマ、ブタ、ロバ、ヤギ、ラクダ、マウス、ラッ
ト、モルモット、ヒツジ、ラマ、サル、ゴリラ、又はチンパンジーからなる群から選択さ
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れる、項目９４に記載の方法。
［項目９６］
　第２の細菌を生態学的コンソーシアムの一部として投与する、項目１～９５のいずれか
一項に記載の方法。
［項目９７］
　ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａと、薬学的に許容される担体とを含む細菌組成物
。
［項目９８］
　前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａは、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（
ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）のヌクレオチド配列に対して少なくとも９９％
のゲノム配列同一性、１６Ｓ配列同一性、及び／又はＣＲＩＳＰＲ配列同一性を含む株で
ある、項目９７に記載の細菌組成物。
［項目９９］
　前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａは、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（
ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）のヌクレオチド配列に対して少なくとも９９．
９％のゲノム配列同一性、１６Ｓ配列同一性、及び／又はＣＲＩＳＰＲ配列同一性を含む
株である、項目９７に記載の細菌組成物。
［項目１００］
　前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａはブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（Ａ
ＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）である、項目９７に記載の細菌組成物。
［項目１０１］
　前記細菌組成物は、経口投与用に、直腸投与用に、静脈内投与用に、腫瘍内投与用に、
又は皮下投与用に製剤化されている、項目９７～１００のいずれか一項に記載の細菌組成
物。
［項目１０２］
　前記細菌組成物中の前記細菌の少なくとも５０％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株
Ａである、項目９７～１０１のいずれか一項に記載の細菌組成物。
［項目１０３］
　前記細菌組成物中の前記細菌の少なくとも９０％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株
Ａである、項目９７～１０１のいずれか一項に記載の細菌組成物。
［項目１０４］
　前記細菌組成物中の前記細菌の実質的に全てはブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａで
ある、項目９７～１０３のいずれか一項に記載の細菌組成物。
［項目１０５］
　前記細菌組成物は少なくとも１×１０６コロニー形成単位（ＣＦＵ）のブラウティア（
Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａを含む、項目９７～１０４のいずれか一項に記載の細菌組成物。
［項目１０６］
　前記細菌組成物は少なくとも１×１０７ＣＦＵのブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ
を含む、項目１０５に記載の細菌組成物。
［項目１０７］
　前記細菌組成物は少なくとも１×１０８ＣＦＵのブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ
を含む、項目１０５に記載の細菌組成物。
［項目１０８］
　前記細菌組成物は生細菌を含む、項目９７～１０６のいずれか一項に記載の細菌組成物
。
［項目１０９］
　前記細菌組成物は弱毒化細菌を含む、項目９７～１０８のいずれか一項に記載の細菌組
成物。
［項目１１０］
　前記細菌組成物は死滅細菌を含む、項目９７～１０８のいずれか一項に記載の細菌組成
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物。
［項目１１１］
　前記細菌組成物は放射線を照射された細菌を含む、項目９７～１１０のいずれか一項に
記載の細菌組成物。
［項目１１２］
　前記細菌組成物はガンマ線を照射された細菌を含む、項目１１１に記載の細菌組成物。
［項目１１３］
　単離されたブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細胞外小胞（ＥＶ）を含む細菌組成
物。
［項目１１４］
　ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細胞外小胞（ＥＶ）と、ブラウティア（Ｂｌａ
ｕｔｉａ）株Ａの細菌とを含む細菌組成物。
［項目１１５］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及びブラウティア（Ｂ
ｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌粒子の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、
４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５
％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５
％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５
％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５
％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５
％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５
％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５
％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５
％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５
％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ
である、項目１１４に記載の細菌組成物。
［項目１１６］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及び細菌粒子の合計の
少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、
１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、
２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、
３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、
４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、
５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、
６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、
７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、
８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、
９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９
％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌である、項目１１４に記載の細菌組成物
。
［項目１１７］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及び免疫調節性ブラウ
ティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌タンパク質の合計の少なくとも、約、又は最高で１
％、２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３
％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３
％、２４％、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３
％、３４％、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３
％、４４％、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３
％、５４％、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３
％、６４％、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３
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％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３
％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔ
ｉａ）株ＡのＥＶタンパク質である、項目１１４に記載の細菌組成物。
［項目１１８］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及びブラウティア（Ｂ
ｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌タンパク質の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、
３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％
、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％
、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％
、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％
、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％
、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％
、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％
、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％
、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％
、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ
の細菌タンパク質である、項目１１４に記載の細菌組成物。
［項目１１９］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及び細菌脂質の少なく
とも、約、又は最高で１％、２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％
、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％
、２１％、２２％、２３％、２４％、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％
、３１％、３２％、３３％、３４％、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％
、４１％、４２％、４３％、４４％、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％
、５１％、５２％、５３％、５４％、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％
、６１％、６２％、６３％、６４％、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％
、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％
、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％
、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブ
ラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ脂質である、項目１１４に記載の細菌組成物。
［項目１２０］
　前記医薬組成物中のブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株ＡのＥＶ及びブラウティア（Ｂ
ｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌脂質の合計の少なくとも、約、又は最高で１％、２％、３％、
４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５
％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５
％、２６％、２７％、２８％、２９％、３０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５
％、３６％、３７％、３８％、３９％、４０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５
％、４６％、４７％、４８％、４９％、５０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５
％、５６％、５７％、５８％、５９％、６０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５
％、６６％、６７％、６８％、６９％、７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５
％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５
％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５
％、９６％、９７％、９８％、又は９９％はブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌
脂質である、項目１１４に記載の細菌組成物。
［項目１２１］
　ＥＶから単離されたブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌を含む細菌組成物。
［項目１２２］
　前記細菌組成物の投与により免疫障害を処置する、項目３３～４６のいずれか一項に記
載の細菌組成物。
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［項目１２３］
　前記細菌組成物の投与により免疫反応を誘発する、項目３３～４７のいずれか一項に記
載の細菌組成物。
［項目１２４］
　前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａは腸溶コーティング又はマイクロカプセル化
で製剤化されている、項目３３～４７のいずれか一項に記載の細菌組成物。
［項目１２５］
　ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａの細菌を含むバイオリアクタ。
［項目１２６］
　前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａは、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（
ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）のヌクレオチド配列に対して少なくとも９０％
のゲノム配列同一性、１６Ｓ配列同一性、及び／又はＣＲＩＳＰＲ配列同一性を含む株で
ある、項目１２５に記載のバイオリアクタ。
［項目１２７］
　前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａは、ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（
ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）のヌクレオチド配列に対して少なくとも９９％
のゲノム配列同一性、１６Ｓ配列同一性、及び／又はＣＲＩＳＰＲ配列同一性を含む株で
ある、項目１２５に記載のバイオリアクタ。
［項目１２８］
　前記ブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａはブラウティア（Ｂｌａｕｔｉａ）株Ａ（Ａ
ＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－１２５３４６）である、項目１２５に記載のバイオリアクタ。
［項目１２９］
　バイオリアクタ中で細菌を培養する方法であって、
　項目１２５～１２８のいずれか一項に記載のバイオリアクタを準備すること、
及び
　一定期間にわたり前記細菌を発酵させること
を含む方法。
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